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材料　（２人前）
骨切りした生の鱧

　　 ……………120g

水菜………………１把

Recipe

夏に旬を迎える高級魚

全国でもトップクラスの品質

鱧しゃぶ 上天草食材美味図鑑　
14〜15ページに掲載

●平成23年度予算………………………Ｐ 2〜５

●主要事業概要 …………………………Ｐ 6〜11

●天草五橋祭のご案内 ………………Ｐ12〜13

●県民体育祭市代表選手のご紹介…Ｐ14〜15

●まちの話題 ………………………Ｐ16〜19

●健康ガイド………………………Ｐ20〜21

●市立病院だより…………………Ｐ22〜23

●生涯学習・図書だより…………Ｐ24〜25

●ウェルカム市長室…………………Ｐ26

●お知らせ…………………………Ｐ27〜39

編
集
後
記

かわいい子どもの写真を

募集しています
　上天草市に在住している１〜 3 歳の

お子さんで、①住所　②子ども氏名

　③ふりがな　④生年月日　⑤保護

者の氏名　⑥子どもに対するコメント

（30 字以内・どなたからでも結構です）

　⑦連絡先を添えて、上天草市広報

係（〒 869-3692 上天草市大矢野町上

1514）まで送ってください。

　なお、写真の裏面には、お子さんの

お名前を記入してください。応募多数

の場合は、先着順に掲載となりますの

でご了承ください。

パ　　パ

平井雄士さん

マ　　マ

　　由香さん

おたんじょうび

平成22年10月27日

平
ひ ひ ひ

井理
り

彩
さ

ちゃん 成
な な な ななな

田充希くん

★大矢野町★★龍ヶ岳町★

本人から
ひとこと

パ　　パ

成田洋一さん

マ　　マ

　　理紗さん

おたんじょうび

平成21年３月20日

本人から
ひとこと

早く優成兄ちゃんと

一緒に走りまわりたいなぁ〜☆

じいちゃん、ばあちゃん、

いつもありがとう !

「 は も 」

作り方
① 骨切りにした鱧を２cm幅で一切れずつ切り落とす。

② （A）の材料を鍋に入れ、沸騰させる。

③ 材料を入れ、鱧をしゃぶしゃぶしながら出汁も

一緒に器に取り分け頂く。お好みでポン酢でも。

豆腐……………１/２丁

椎茸………………２枚

にんじん…………適量

(A) 出汁 ……1,300cc　みりん………100cc　

　　薄口醤油…100cc　昆布 …５cm 角１枚

☆外平海岸（龍ヶ岳町樋島）でウインドサーフィンを体験しました。

　上天草看護専門学校では、市外からの学生も多いことから天草ならではのスポーツを体験してもらいたいと、

毎年、同学校の１年生を対象にウインドサーフィンを体験する行事を行っています。

▼
夏
っ
ぽ
い
表
紙
の
写
真
を
撮
り
に
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ェ
イ
ン
の
体
験
授
業
を
訪
ね
ま
し
た
。
急
い
で
い
た

こ
と
も
あ
り
日
焼
け
止
め
も
塗
ら
ず
に
、
海
水
浴
場

で
取
材
。
翌
日
の
取
材
時
に
は
「
酒
を
飲
ん
で
き
た

で
し
ょ
」
と
間
違
わ
れ
る
く
ら
い
真
っ
赤
に
な
り
、
数

日
間
は
ヒ
リ
ヒ
リ
と
の
戦
い
。
こ
れ
か
ら
外
の
取
材
が

増
え
る
時
期
、
熱
中
症
と
併
せ
て
紫
外
線
対
策
も
し

て
、
取
材
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ
）

▼
先
月
、
星
や
宇
宙
な
ど
天
文
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
龍
ヶ
岳
山
頂
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒

に
七
夕
や
夏
の
大
三
角
の
こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
感
銘
を
受
け
、
そ
の
日
か
ら
星
空
の
見

方
が
変
っ
た
気
が
し
ま
す
。
▼
ミ
ュ
ー
イ
天
文
台
の
大

型
望
遠
鏡
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
た
そ
う
な
の
で
行
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｋ
）
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本
年
度
は
市
長
選
挙
に
伴
い
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
期
間
中
は
義
務
的
経
費

を
主
に
暫
定
予
算
を
編
成
し
、
６
月
定
例
市
議
会
で
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
と

８
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
・
上
天
草
総
合
病
院
事
業
会
計
の
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
平
成
22
年
度
に
比
べ
、
２
億
２
，

４
６
０
万
円
増
の
１
５
２
億
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
予
算
を
前
年
度
予
算
お
よ
び
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
比
較
し
て
分

析
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
総
額
で
６
，
２
０
２
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
大
半
を

占
め
る
市
税
は
、
景
気
の
好
転

の
兆
し
が
見
え
な
い
ま
ま
昨
年

度
並
み
の
21
億
８
，
６
３
４
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
も
、
前
年
度
に
引
き
続

き
繰
越
金
を
入
れ
ず
に
予
算
編

成
し
ま
し
た
。
繰
越
金
は
、
基

金
に
積
み
立
て
不
測
の
事
態
に

お
け
る
財
源
不
足
を
補
っ
た
り
、

自主財源･･･････････････････････････

　市が自主的に収入できる財源

依存財源･･･････････････････････････

　国・県から交付されたり、

割り当てられたりした財源

市税･････････････････････････････････

　市民税や固定資産税など、

市民の皆さんが納めた税金

分担金・負担金･･････････････････

　事業に必要な経費を、その

受益者から徴収したお金

使用料・手数料･･････････････････

　使用料は公の施設を使用し

た場合に徴収したお金。手

数料は、提供したサービス

の費用

財産収入･･･････････････････････････

　各種基金利子、財産を売り

払ったお金

繰入金･･････････････････････････････

　各種基金 ( 貯金 ) の取り崩

しにより繰り入れたお金

繰越金･･････････････････････････････

　市の決算剰余金を翌年度に

繰り越して使用するもの

地方譲与税････････････････････････

　国が徴収した自動車重量税

などから配分されたお金

地方交付税････････････････････････

　所得税や酒税など、国税の

一部から市の財政状況に応

じて交付されるお金

国庫支出金････････････････････････

　特定の事業に対して国から

交付されるお金

県支出金･･･････････････････････････

　特定の事業に対して県から

交付されるお金

市債･････････････････････････････････

　大きな事業を行うために、

国や金融機関から借り入れ

たお金

用 語 解 説

会計名 予算額 前年度比
一般会計 152 億　800 万円 2 億 2,460 万円 
国民健康保険（事業勘定）
特別会計 49 億 4,209 万円 △ 6,162 万円 

診療所特別会計 8,747 万円 1,545 万円 
介護保険特別会計 31 億 4,852 万円 3 億　395 万円 
斎場特別会計 1,499 万円 △ 2 万円 
天草四郎メモリアルホール
特別会計 3,133 万円 △ 317 万円 

公共下水道事業特別会計 3 億 3,129 万円 △ 1,034 万円 
物揚場造成事業特別会計 1,594 万円 0 万円 
後期高齢者医療特別会計 3 億 6,072 万円 △ 2,990 万円 
老人保健医療特別会計（※） 0 万円 △ 136 万円

計 241 億 4,035 万円 4 億 3,759 万円 

◇平成 23 年度会計別一覧表

会計名 予算額 前年度比
水道事業会計 9 億　968 万円 △ 1,237 万円 
上天草総合病院事業会計 36 億　163 万円 4,765 万円 

計 45 億 1,131 万円 3,528 万円 

◇平成 23 年度事業会計予算一覧（収益的収支）

歳
　
　
　
入

借
金
返
済
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
の
繰
上
償
還
の
財
源
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
今
後
も
財
政
健
全

化
を
進
め
ま
す
。

　

一
方
、依
存
財
源
に
お
い
て
は
、

１
億
６
，
２
５
８
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
収
入
の

中
で
も
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
地
方
交
付
税
の
増
額
が
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
庫

支
出
金
は
、
学
校
耐
震
化
の
補
助

金
が
22
年
度
に
集
中
し
た
た
め
、

減
額
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
依
然

と
し
て
歳
入
構
造
上
の
問
題
点
で

あ
る
依
存
財
源
に
頼
る
体
質
は
改

善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
県
の
動
向

に
左
右
さ
れ
る
脆
弱
な
財
政
構
造

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
税
な
ど

の
自
主
財
源
を
適
正
に
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
表
１
参
照
）

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付

税
等
お
よ
び
国
県
支
出
金
が
見
込

み
よ
り
予
算
額
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
等
に
つ
い
て

は
地
方
交
付
税
が
、「
雇
用
対
策
・

地
域
資
源
活
用
推
進
費
」
の
創
設

に
よ
り
、
増
加
し
た
影
響
で
伸
び

た
こ
と
に
加
え
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
増
額
も
あ
り
、
一
般
財
源

は
８
億
５
，
４
０
７
万
円
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
財
源

に
つ
き
ま
し
て
は
、
使
用
料
、
分

担
金
等
で
減
額
し
て
い
ま
す
が
、

前
述
の
と
お
り
国
県
支
出
金
の

増
加
等
の
要
因
に
よ
り
４
億
３
，

２
９
３
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
債
の
借

入
を
見
込
み
よ
り
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
表
２
参
照
）

リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
の
比
較
（
歳
入
）

項目 H23 当初 H23RP ※ 3 比較
一般財源 114 億 7,007 万円 106 億 1,600 万円 8 億 5,407 万円 
　市税 21 億 8,634 万円 24 億 4,100 万円 △ 2 億 5,466 万円 
　地方交付税等※ 1 80 億 8,073 万円 70 億 6,900 万円 10 億 1,173 万円 
　地方譲与税等 4 億 7,581 万円 5 億 8,000 万円 △ 1 億　419 万円 
　財産収入 2,719 万円 2,600 万円 119 万円 
　地方債※２ 7 億　　　　円 5 億　　　　円 2 億　　　　円 
特定財源 37 億 3,793 万円 33 億　500 万円 4 億 3,293 万円 
　国県支出金 27 億 4,472 万円 19 億 9,200 万円 7 億 5,272 万円 
　使用料等 8,987 万円 1 億 3,900 万円 △ 4,913 万円 
　分担金等 1 億 6,771 万円 1 億 9,800 万円 △ 3,029 万円 
　繰入金 5,078 万円 200 万円 4,878 万円 
　地方債 3 億 8,690 万円 6 億　700 万円 △ 2 億 2,010 万円 
　その他 2 億 9,795 万円 3 億 6,700 万円 △ 6,905 万円 

合計 152 億　800 万円 139 億 2,100 万円 12 億 8,700 万円 

◇平成 23 年度当初予算とリバイバルプラン《歳入》（表２）

◇一般会計当初予算《歳入》（表１）

平
成
23
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
前
年
度
比
２
億
２
�４
６
０
万
円
増

１
５
２
億
８
０
０
万
円
で

市
政
運
営
を

項目 平成 23 年度予算額 前年度比較 増減率
自主財源 28 億 1,985 万円　 6,202 万円 　 2.2%　
市税 21 億 8,634 万円　 △ 45 万円　 0.0%　
分担金及び負担金 1 億 6,771 万円　 △ 127 万円　 △ 0.7%　
使用料及び手数料 8,987 万円　 184 万円　 2.1%　
財産収入 2,719 万円　 △ 451 万円　 △ 14.2%　
繰入金 5,078 万円　 △ 1,834 万円　 △ 26.5%　
繰越金 0 円　 0 円　 0.0％　
諸収入 2 億 9,796 万円　 8,475 万円　 39.7%　
依存財源 123 億 8,815 万円　 1 億 6,258 万円　 1.3%　
地方譲与税 1 億 4,600 万円　 △ 1,100 万円　 △ 7.0%　
利子割交付金 900 万円　 △ 100 万円　 △ 10.0%　
配当割交付金 100 万円　 0 円　 0.0%　
株式等譲渡所得割交付金 100 万円　 0 円　 0.0%　
ゴルフ場利用税交付金 790 万円　 105 万円　 15.3%　
自動車取得税交付金 2,800 万円　 △ 700 万円　 △ 20.0%　
地方交付税 80 億 3,450 万円　 3 億　850 万円　 4.0%　
　うち普通交付税 76 億 3,450 万円　 3 億　850 万円　 4.2%　
　うち特別交付税 4 億    　　　円　 0 円　 0.0%　
交通安全対策特別交付金 290 万円　 △ 10 万円　 △ 3.3%　
国庫支出金 14 億 7,191 万円　 △ 1 億 9,532 万円　 △ 11.7%　
県支出金 12 億 7,281 万円　 1 億 8,984 万円　 17.5%　
市債　　　　　　 10 億 8,690 万円　 △ 1 億 2,980 万円　 △ 10.7%　
地方消費税交付金 2 億 8,000 万円　 △ 1,000 万円　 △ 3.4%　
地方特例交付金 4,623 万円　 1,741 万円　 60.4%　

合計 152 億　800 万円　 2 億 2,460 万円 　 1.5%　

※１　地方交付税等には、地方交付税と地方特別交付金を含む。
※２　地方債は、臨時財政対策債であり普通交付税の振替措置となる。
※ 3　RP とはリバイバルプランの略体

※平成 22 年度をもって会計整理

平成 23 年度歳入内訳

歳　入

自主財源

依存財源

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

その他

18.5％

14.3％

分担金および
負担金

1.1％

その他
3.1％

81.5％

52.8％

9.7％

8.4％

7.1％

3.5％

◆平成23年度  当初予算 平成23年度  当初予算◆
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議会費･････････････････････････････
　議会を運営するために使わ

れるお金
総務費･････････････････････････････
　全般的な管理事務、企画調

整事務などに使われるお金
民生費･････････････････････････････
　高齢者、障がい者、児童な

どの福祉全般や生活保護事
務に使われるお金

衛生費･････････････････････････････
　健康管理や生活環境整備な

どに使われるお金
農林水産業費････････････････････
　農道、漁港の整備や営農の

活性化などに使われるお金
商工費･････････････････････････････
　商工業および観光の振興に

使われるお金
土木費･････････････････････････････
　道路、港湾、住宅管理など

の事業に使われるお金
消防費･････････････････････････････
　消防施設の整備や消防団の

運営などに使われるお金
教育費･････････････････････････････
　学校運営や生涯学習、スポ

ーツの振興など、教育全般
の事業事務に使われるお金

災害復旧費･･･････････････････････
　台風や集中豪雨などで被災

した道路、農地、農業用施
設などの復旧に使われるお
金

公債費･････････････････････････････
　事業を行うために借り入れ

たお金を返済するために支
払うお金

人件費･････････････････････････････
　市職員給与、市議会議員・

各種委員報酬
扶助費･････････････････････････････
　法令に基づく被扶助者に支

給される経費、児童手当、
医療扶助

普通建設事業費など･･･････････
　道路の整備、公共施設など

の整備に要したお金など
物件費･････････････････････････････
　消耗品、臨時職員賃金、業

務委託料など
諸支出金･･････････････････････････
　各種基金への積立金として

使うお金
繰出金･････････････････････････････
　一般会計と特別会計または

特別会計相互間において支
出される費用

用  語 解  説

　

歳
出
に
お
い
て
、
性
質
別
に
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
人
件
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
が
３
億
１
，

２
２
５
万
円
の
増
、
建
設
事
業
関

係
経
費
で
あ
る
投
資
的
経
費
に
つ

き
ま
し
て
は
３
億
５
，
８
６
０
万

円
の
減
、
他
会
計
へ
の
繰
出
金
等

で
構
成
さ
れ
る
そ
の
他
の
経
費
が

２
億
５
，
９
７
８
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
費
用
の
減
に
つ
い
て

は
、
大
規
模
な
工
事
の
終
了
や
、

件
数
自
体
の
減
に
よ
り
、
補
助
事

業
の
額
が
昨
年
度
よ
り
大
き
く
抑

制
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
手
当
支
給
に
要
す
る

予
算
増
等
に
よ
る
影
響
で
、
扶
助

費
が
増
額
し
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
等
に
係
る
委
託
料
の
影
響
に
よ

り
、
物
件
費
も
増
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
内
部

事
務
管
理
費
の
削
減
に
努
め
、
リ

バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
財
政

改
革
を
実
施
し
ま
す
。

（
表
３
参
照
）

　

歳
出
に
お
い
て
、
義
務
的

経
費
は
見
込
み
よ
り
６
億
４
，

７
８
０
万
円
増
、
そ
の
他
の
経

費
は
８
億
８
，
４
６
９
万
円
の

増
、
投
資
的
経
費
は
２
億
５
，

６
９
４
万
円
の
減
、
歳
出
総
額
は

12
億
８
，
７
０
０
万
円
の
増
で
あ

り
、
国
の
施
策
等
に
よ
り
見
込
よ

り
大
き
く
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
表
４
参
照
）

リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
の
比
較
（
歳
出
）

歳　
　
　

出

項目 H23 当初 H23RP ※ 1 比較
義務的経費 85 億 5,280 万円　 79 億　500 万円　 6 億 4,780 万円　 
　人件費 32 億 4,355 万円　 31 億　600 万円　 1 億 3,755 万円　 
　扶助費 28 億 4,737 万円　 24 億 3,500 万円　 4 億 1,237 万円　 
　公債費 24 億 6,188 万円　 23 億 6,400 万円　 9,788 万円　 
その他の経費 56 億 3,369 万円　 47 億 4,900 万円　 8 億 8,469 万円　 
　物件費 15 億 2,280 万円　 9 億 9,800 万円　 　5 億 2,480 万円　 
　維持補修費 4,347 万円　 4,900 万円　 △ 553 万円　 
　補助費等 24 億 6,017 万円　 19 億 3,500 万円　 5 億 2,517 万円　 
　繰出金 13 億 7,744 万円　 15 億 3,200 万円　 △ 1 億 5,456 万円　 
　積立金 2,566 万円　 1 億　500 万円 　 △ 7,934 万円　 
　出資金貸付金 2 億　415 万円　 1 億 3,000 万円 　 7,415 万円　 
投資的経費 9 億 7,506 万円　 12 億 3,200 万円　 △ 2 億 5,694 万円　 
　普通建設事業 9 億 7,327 万円　 12 億 3,200 万円　 △ 2 億 5,873 万円　 
　災害復旧事業 179 万円　 0 円　 179 万円　 
予備費 4,645 万円　 3,500 万円　 1,145 万円　 

合計 152 億　800 万円　 139 億 2,100 万円　 12 億 8,700 万円　 

◇平成 23 年度当初予算とリバイバルプラン《歳出》（表 4）

◇一般会計当初予算《歳出性質別》（表３）

目的別項目 平成 23 年度予算額 前年度比較 増減率

議会費 2 億 2,741 万円　 6,003 万円　 35.9%　

総務費 20 億 5,787 万円　 1 億 1,540 万円　 5.9%　

民生費 52 億 7,145 万円　 ２億 1,560 万円　 4.3%　

衛生費 14 億 7,245 万円　 △ 1,461 万円　 △ 1.0%　

農林水産業費 7 億 5,817 万円　 １億　208 万円　 15.6%　

商工費 3 億 1,974 万円　 2,414 万円　 8.2%　

土木費 7 億 3,345 万円　 △ 6,432 万円　 △ 8.1%　

消防費 6 億　466 万円　 △ 3,247 万円　 △ 5.1%　

教育費 12 億 2,702 万円　 △ 2 億 2,086 万円　 △ 15.3%　

災害復旧費 179 万円　 　10 万円　 5.6%　

公債費 24 億 6,188 万円　 9,112 万円　 3.8%　

諸支出金 2,566 万円　 △ 6,279 万円　 △ 71.0%　

予備費 4,645 万円　 1,118 万円　 31.7%　

合計 152 億　800 万円 　 2 億 2,460 万円　 1.5%　

◇一般会計当初予算《歳出目的別》

※１　RP とはリバイバルプランの略体

リバイバルプランに沿った
性質別項目 平成 23 年度予算額 前年度比較 増減率

義務的経費 85 億 5,280 万円　 3 億 1,225 万円　 3.8%　

　人件費 32 億 4,355 万円　 1 億　921 万円　 3.5%　

　扶助費 28 億 4,737 万円　 1 億 1,192 万円　 4.1%　

　公債費 24 億 6,188 万円　 9,112 万円　 3.8%　

投資的経費 9 億 7,506 万円　 △ 3 億 5,860 万円　 △ 26.9%　

　普通建設事業費 9 億 7,327 万円　 △ 3 億 5,870 万円　 △ 26.9%　

　　うち補助事業 5 億　683 万円　 △ 5 億 7,807 万円　 △ 53.3%　

　　うち単独事業 4 億 6,644 万円　 2 億 1,937 万円　 88.8%　

　災害復旧費 179 万円　 10 万円　 5.6%　

その他の経費 56 億 3,369 万円　 2 億 5,978 万円　 4.8%　

　物件費 15 億 2,280 万円　 2 億 7,130 万円　 21.7%　

　維持補修費 4,347 万円　 △ 97 万円　 △ 2.2%　

　補助費等 24 億 6,017 万円　 △ 4,741 万円　 △ 1.9%　

　積立金 2,566 万円　 △ 9,279 万円　 △ 78.3%　

　出資金貸付金 2 億　415 万円　 4,121 万円　 25.3%　

　繰出金 13 億 7,744 万円　 8,844 万円　 6.9%　

予備費 4,645 万円　 1,117 万円　 31.7%　

合計 152 億　800 万円　 2 億 2,460 万円　 1.5%　

　　　　　財政改革を実施します

平成 23 年度歳出内訳

義務的経費

歳　出

投資的経費

その他
56.3％

6.4％

37.3％

人件費
21.4％

18.7％
扶助費

公債費
16.2％

普通建設事業費
6.4％

補助費等
16.1％

繰出金
9.1％

物件費
10.0％

その他
2.1％

◆平成23年度  当初予算 平成23年度  当初予算◆
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【
学
務
課
】

▼
小
中
学
校
校
舎
営
繕
事
業

①
４
億
９
，
９
８
０
万
円

②
小
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
に

つ
い
て
、
耐
震
補
強
関
連
等
の

設
計
や
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
特
別
支
援
教
育
補
助
員
事
業

①
３
，
２
９
０
万
円

②
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
へ
、
補
助
員
を
配
置
し
て
授

【
福
祉
課
】

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業

①
９
，
３
６
０
万
円
（
県
費
４
，

６
８
０
万
円
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
、

療
育
手
帳
A
１
・
A
２
、
福
祉

手
当
受
給
相
当
者
、
精
神
障
害

福
祉
手
帳
１
級
等
の
該
当
者
が
、

病
院
等
で
診
療
を
受
け
た
時
支

払
う
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
一
つ
の
医
療

機
関
に
つ
き
月
額
、
通
院
１
，

業
を
円
滑
に
進
め
ま
す
。

▼
特
別
奨
学
金
給
付
事
業

①
４
８
０
万
円

②
地
元
高
校
へ
の
優
秀
な
生
徒
の

進
学
を
促
す
た
め
、
給
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
学
力
向
上
対
策
事
業

①
46
万
円

②
市
内
小
中
学
校
か
ら
６
校
を
学

力
向
上
推
進
指
定
校
、
自
主
研

究
校
に
指
定
し
学
力
の
向
上
や

研
究
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
課
】

▼
公
民
館
運
営
事
業

①
１
，
９
４
７
万
円

②
公
民
館
の
活
動
支
援
を
行
い
、

各
種
学
級
や
講
座
を
開
催
し
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼
図
書
館
運
営
事
業

①
２
，
８
３
０
万
円

②
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
図
書

の
整
備
を
進
め
、
利
用
者
の
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
図
書
の

配
本
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行
い
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
推
進
事
業

①
３
８
１
万
円

②
市
民
が
心
豊
か
な
生
活
を
お
く

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
社

会
教
育
団
体
の
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

▼
国
際
文
化
体
験
活
動
事
業

①
５
７
７
万
円

②
本
年
も
生
き
た
英
語
力
の
習
得

や
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
イ

ー
フ
レ
ン
ズ
を
運
営
し
て
い
き

ま
す
。

▼
文
化
振
興
事
業

①
２
６
９
万
円

②
舞
台
芸
術
を
中
心
と
し
た
自
主
文

化
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
芸
術
文
化
に
親
し

む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
小
中
学

校
へ
の
芸
術
家
等
を
派
遣
す
る
事

業
に
つ
い
て
も
学
校
と
連
携
し
、

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
文
化
財
保
護
事
業

①
５
０
３
万
円

②
指
定
文
化
財
の
保
存
活
用
と
新
た

な
文
化
財
の
発
掘
、調
査
に
努
め
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
歴
史

を
共
有
の
財
産
と
し
て
後
世
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動
事
業

①
１
，
５
５
４
万
円

②
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
小
中

高
校
生
の
各
種
大
会
や
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開

催
、
体
育
協
会
へ
の
補
助
等
を

行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

▼
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

支
援
事
業

①
２
０
０
万
円

②
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

普
及
推
進
の
た
め
、
上
天
草
市
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ド
リ
ー
ム
ズ
」

０
２
０
円
、
入
院
２
，
０
４
０

円
以
上
の
支
払
が
あ
る
方
に
支

給
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

▼
自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
給
付
）

①
３
，
７
５
４
万
円
（
国
費
１
，

８
７
０
万
円
・
県
費
９
３
５
万

円
）

②
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

保
持
者
で
、
日
常
生
活
を
容
易

に
す
る
た
め
に
身
体
上
の
障
が

い
を
取
り
除
い
た
り
あ
る
い
は

軽
減
す
る
た
め
に
受
け
た
医
療

費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。（
所
得
水
準
に
応

じ
て
自
己
負
担
月
額
限
度
額
が

設
定
さ
れ
ま
す
。）

▼
障
害
者
自
立
支
援
事
業

①
４
億
４
，
６
４
９
万
円
（
国
費

２
億
２
，
１
９
０
万
円
・
県
費

１
億
１
，
０
７
２
万
円
）

②
障
が
い
者
等
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
な
ど
介
護
の
必
要
な
方

に
対
し
て
「
介
護
給
付
」
の
支

給
を
行
い
、
地
域
生
活
の
安
定

を
図
り
介
護
負
担
の
軽
減
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
自
立
や
就
労

に
向
け
た
訓
練
等
を
行
う
「
訓

練
等
給
付
」
を
支
給
し
、
日

中
活
動
の
場
の
提
供
に
よ
り
障

が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
い
、
施
設
入
所
支
援
等
の

住
ま
い
の
場
の
提
供
と
合
わ
せ

て
、
障
が
い
者
の
生
活
支
援
と

社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
利
用
す
る
に
は
支
給
申
請

を
行
い
、
支
援
費
の
支
給
決
定

お
よ
び
受
給
者
証
の
交
付
が
必

要
に
な
り
ま
す
。（
ま
た
、
利

用
に
対
し
て
は
原
則
１
割
の
自

己
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

▼
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

①
３
，
１
０
６
万
円
（
国
費
１
，

１
４
０
万
円
・
県
費
５
７
０
万
円
）

②
地
域
で
の
障
が
い
者
等
の
生
活

の
安
定
や
自
立
に
向
け
た
体
制

づ
く
り
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
に
よ
り
自
己
負
担
１
割
が

必
要
で
す
。）
主
な
事
業
は
相
談

支
援
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
事
業
、
移
動
支
援
事

業
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
、
日

中
一
時
支
援
事
業
（
預
か
り
、

日
帰
り
シ
ョ
ー
ト
）、
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
、
自
動
車
免
許
取
得

事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
福
祉
手
当

①
１
，
５
２
１
万
円
（
国
費
１
，

１
４
１
万
円
）

②
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
（
児
）
で
、

常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態

の
人
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

手
当
て
は
、
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
お
よ
び
経
過
的

福
祉
手
当
が
あ
り
、
２
月
、
５
月
、

８
月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま

で
の
３
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

【
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
】

▼
認
可
保
育
園
措
置
事
業

交
流
の
活
発
化
で

進
め
る
教
育
・
文
化

政策別の主な事業概要
　市では、総合計画および実施計画、各種個別計画等

により計画的に事業を進めています。平成 23 年度の主

要事業を紹介し、どのようなまちづくりを展開してい

くかお知らせします。

【文書の見方】
【】担当部署▼事業の名称
①予算額 ②事業の内容

安心・快適な
暮らしづくり

①
８
億
６
，
９
５
７
万
円
（
国
費

３
億
１
，
３
１
１
万
円
・
県
費

１
億
６
，
２
３
５
万
円
）

②
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
を
保
育

す
る
こ
と
を
目
的
に
私
立
保
育

園
13
園
に
対
し
て
交
付
金
を
交

付
し
ま
す
。

▼
開
所
時
間
延
長
保
育
促
進
事
業

①
７
，
２
５
０
万
円
（
県
費
４
，

８
３
３
万
円
）

②
11
時
間
の
保
育
園
開
所
時
間
の

前
後
に
お
い
て
、
さ
ら
に
30
分

以
上
の
延
長
保
育
を
実
施
し
、

保
育
需
要
へ
対
応
し
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当
事
業

①
１
億
６
，
６
０
２
万
円
（
国
費

５
，
５
３
４
万
円
）

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
の
た
め
、
当

該
児
童
に
つ
い
て
児
童
扶
養
手

当
を
支
給
し
、
児
童
福
祉
の
増

進
を
図
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

①
７
，
０
１
６
万
円
（
県
費

６
３
７
万
円
）

②
小
学
３
年
生
終
了
ま
で
の
子
ど

も
の
病
気
の
早
期
治
療
を
促
進

し
、
そ
の
健
康
の
保
持
お
よ
び

健
全
な
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
受
診
時
の
医
療
費
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
。

【
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
】

▼
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊

本
開
催
事
業

①
７
６
５
万
円

②
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
健
康
と
福

祉
の
総
合
的
な
祭
典
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク（
全
国
健
康
福
祉
祭
）」が
、

今
年
10
月
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
上
天
草
市
は
「
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
」の
会
場
と
な
っ
て
お
り
、

10
月
16
日
に
大
矢
野
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
30
億
３
，
４
９
４
万
円
（
国
費

５
億
２
，
３
６
９
万
円
・
県
費

４
億
６
，
２
６
７
万
円
）

②
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、
要
介
護
状
態
な
ど
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
で
す
。（
自
己
負
担
は
１
割
）

▼
地
域
支
援
事
業

①
５
，
７
８
７
万
円
（
国
費

２
，
１
５
６
万
円
・
県
費
１
，

０
７
８
万
円
）

②
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
な
ど
に
な

る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
事
業
で
す
。

【
保
健
課
・
健
康
づ
く
り
推
進
室
】

▼
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事

業
「
時
代
は
予
防
へ
」

①
３
，
９
５
２
万
円

②
生
活
習
慣
病
お
よ
び
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
の
早
期
発
見
早
期
治

療
、
さ
ら
に
早
い
段
階
の
予
防
の

た
め
に
特
定
健
診
の
受
診
率
、
保

健
指
導
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
国
保

加
入
の
方
で
今
年
度
満
年
齢
40
・

45
・
50
・
55
歳
の
方
は
特
定
健
診

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

特
定
健
診
を
受
け
た
方
で
必
要
な

方
は
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
予

防
す
る
目
的
で
詳
細
の
検
査
を
無

料
で
実
施
し
ま
す
。

【
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
】

▼
母
子
保
健
事
業
「
子
は
宝
」

①
２
，
４
４
４
万
円

②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
母
子
健
康
手

帳
の
発
行
、
妊
婦
健
康
診
査
公
費

負
担
、も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
学
級
、

乳
幼
児
の
健
診
や
学
級
、
相
談
、

訪
問
、
思
春
期
保
健
に
関
す
る
事

業
等
を
行
い
ま
す
。

▼
歯
科
保
健
事
業
「
歯
い
き
い
き

キ
ラ
キ
ラ
」

①
80
万
円

②
乳
幼
児
期
か
ら
「
予
防
歯
科
」
へ

の
意
識
を
高
め
、
永
久
歯
や
生
涯

を
通
じ
た
歯
の
健
康
づ
く
り
を
目

人
材
活
用
に
よ
る

福
祉
の
充
実

各
種
連
携
で
の

保
健
・
医
療
の
充
実

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
指
定
管
理
者
委
託
事
業

①
６
，
５
４
６
万
円

②
大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
松

島
総
合
運
動
公
園
に
係
る
業
務
を

指
定
管
理
者
に
委
託
し
、
施
設
の

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
企
画
政
策
課
】

▼
上
天
草
高
校
バ
ス
定
期
券
購

入
・
下
宿
費
用
補
助
事
業

①
１
６
０
万
円

②
上
天
草
市
内
に
住
所
を
有
す
る

上
天
草
高
校
の
通
学
バ
ス
定
期

券
購
入
費
用
や
下
宿
に
係
る
費

用
を
負
担
す
る
保
護
者
等
に
対

し
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
そ
れ
ら
の
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

平成23年度  事業概要◆
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【
市
民
窓
口
課
】

▼
人
権
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

①
89
万
円

②
男
女
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
加
す
る
社
会
の
実
現

を
進
め
ま
す
。

【
企
画
政
策
課
】

▼
青
少
年
人
材
育
成
海
外
派
遣
事
業

①
２
６
３
万
円

②
「
上
天
草
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
推

進
基
金
」
を
活
用
し
、
上
天
草
市

に
在
住
す
る
青
少
年
が
直
接
外
国

の
市
民
生
活
、
学
校
生
活
を
体
験

し
な
が
ら
国
際
交
流
を
深
め
、
幅

広
い
視
野
と
国
際
感
覚
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
を
図
る
た
め
に
実
施

す
る
事
業
で
す
。

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設

整
備
事
業

①
１
億
９
７
６
万
円
（
民
間
補
助

９
，
２
２
０
万
円
）

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の

　

指
し
ま
す
。
特
に
妊
娠
期
か
ら
乳

幼
児
期
に
力
を
入
れ
て
、
昨
年
度

か
ら
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・
幼
児

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
２
歳
児
歯
科
健

康
診
査
や
保
育
園
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
の
推
進
等
、
８
０
２
０
推
進

員
と
と
も
に
歯
科
保
健
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

▼
予
防
接
種
事
業
「
予
防
接
種
早

め
に
受
け
て
病
気
知
ら
ず
」

①
５
，
２
０
８
万
円

②
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
、
定
期

の
予
防
接
種
を
集
団
ま
た
は
個

別
で
行
い
ま
す
。
学
童
ま
で
の

予
防
接
種
は
対
象
年
齢
の
方
は

無
料
で
す
。
ヒ
ブ
（
細
菌
性
髄

膜
炎
）、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
に
対
し
て
も
対
象
の
方
に
は
、

費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
健
康
増
進
法
等
に
よ
る
保
健
事
業

「
あ
な
た
の
健
康　

家
族
の
笑
顔
」

①
６
，
１
５
０
万
円

②
健
康
手
帳
交
付
、各
種
健
康
教
育
・

相
談
、
生
活
習
慣
病
健
診
・
各
種

が
ん
検
診
、
お
よ
び
訪
問
指
導
等

住
民
の
健
康
管
理
や
生
活
習
慣
の

改
善
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
食

生
活
改
善
推
進
事
業
等
、
地
域
の

健
康
増
進
を
住
民
の
手
で
図
れ
る

よ
う
、
地
区
組
織
の
育
成
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
事
業「
つ

く
ろ
う
健
康　

ふ
や
そ
う
笑
顔

　

み
ん
な
し
あ
わ
せ
上
天
草
」

①
11
万
円

②
す
べ
て
の
市
民
が
、
病
気
が
あ
っ

て
も
重
症
化
せ
ず
に
楽
し
み
や
生

き
が
い
が
あ
り
、
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
・
職
場
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

生きがいある
働き場づくり

【
農
林
水
産
課
】

▼
認
定
農
業
者
等
担
い
手
支
援
事
業

①
１
，
５
８
４
万
円
（
県
費
１
，

１
１
７
万
円
）

②
市
の
農
業
経
営
・
生
産
に
関
す

る
目
標
お
よ
び
活
動
計
画
の
策

定
、
農
業
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
を
行
い
、
認
定
農
業
者

へ
の
支
援
と
新
規
就
農
者
支
援

事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
務
事
業

①
１
，
０
３
２
万
円
（
県
費

７
７
０
万
円
）

②
地
形
的
に
不
利
な
傾
斜
地
等
の
農

地
の
荒
廃
化
を
防
ぎ
、
多
面
的
機

能
を
維
持
す
る
た
め
市
内
11
カ
所

の
集
落
で
棚
田
保
全
事
業
、
集
落

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
酪
農
振
興
対
策
事
業

①
２
１
３
万
円

②
乳
用
牛
増
産
対
策
事
業
を
組
合

と
共
に
実
施
し
て
、
経
営
改
善

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業

①
７
９
０
万
円（
県
費
２
９
４
万
円
）

②
持
続
的
営
農
活
動
を
行
う
上
で
、

基
礎
と
な
る
農
地
や
農
業
施
設
等

の
農
村
資
源
を
農
家
と
地
域
住
民

が
連
携
し
て
保
全
す
る
活
動
や
環

境
保
全
型
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
県
営
農
道
整
備
事
業

①
２
，９
４
５
万
円
（
市
負
担
金
）

②
農
産
物
等
の
搬
出
入
の
効
率
化

お
よ
び
交
通
の
利
便
性
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
業
基

盤
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

▽
県
営
大
矢
野
北
部
２
期
地
区
農

道
整
備
▽
大
維
地
区
農
道
整
備

（
東
大
維
橋
補
修
）
▽
大
矢
野
北

部
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
整
備

▼
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

化
事
業
　

①
４
，
７
３
７
万
円

②
排
水
機
場
の
老
朽
化
に
伴
い
施

設
の
改
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
市
単
独
耕
地
事
業

①
５
０
０
万
円

②
国
、
県
の
補
助
事
業
に
該
当
し
な

い
小
規
模
土
地
改
良
施
設
の
整
備

を
し
、
農
作
業
の
効
率
化
、
農
産

物
生
産
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
自
然
保
護
事
業

①
９
５
８
万
円

②
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
よ
る
自
然

保
護
を
図
り
、
地
域
農
産
物
に

お
け
る
生
産
向
上
の
た
め
の
事

業
を
行
い
ま
す
。

▼
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

①
２
億
１
，
６
０
４
万
円
（
補
助

９
，
８
０
６
万
円
）

②
市
内
18
の
漁
港
（
う
ち
市
管
理

15
港
）
に
お
い
て
、
漁
業
従
事

者
が
安
全
で
効
率
的
に
利
用
で

き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

▼
水
産
振
興
対
策
事
業

①
５
，
８
１
４
万
円
（
県
費
４
，

５
０
３
万
円
）

②
水
産
資
源
の
維
持
の
た
め
に
稚

魚
の
放
流
事
業
、
漁
業
協
同
組

合
な
ど
が
行
う
水
産
振
興
事
業

に
対
し
て
、
そ
の
一
部
の
負
担

お
よ
び
補
助
を
す
る
。

【
農
林
水
産
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
】

▼
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業

①
１
０
６
万
円

②
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
食
育
活

動
を
進
め
な
が
ら
、
地
場
農
林
水

産
物
の
学
校
給
食
へ
の
利
用
拡
大

や
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

▼
食
材
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業

①
88
万
円

②
上
天
草
市
農
林
水
産
物
の
認
知

度
向
上
を
図
る
た
め
、
食
材
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
グ
ッ

ズ
の
作
成
や
料
理
教
室
等
を
開

催
し
ま
す
。

▼
農
林
水
産
物
等
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
事
業

①
３
，
６
６
９
万
円
（
県
費
２
，

０
２
９
万
円
）

②
一
次
産
品
に
高
付
加
価
値
を
つ

け
販
路
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

規
格
外
の
産
品
を
商
品
化
す
る

た
め
開
発
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

【
農
業
委
員
会
】

▼
農
業
委
員
会
事
業

①
９
５
９
万
円（
県
費
３
０
０
万
円
）

②
農
地
の
権
利
移
動
・
貸
し
借
り
の

許
認
可
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
、
違
反

転
用
の
防
止
・
遊
休
農
地
の
調
査

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
商
工
観
光
課
】

▼
商
工
業
振
興
対
策
補
助
金
事
業

①
１
，
７
０
６
万
円

②
地
域
中
小
企
業
の
活
性
化
等
を

図
る
た
め
、
各
種
事
業
を
展
開

す
る
本
市
商
工
会
へ
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

▼
中
小
企
業
短
期
融
資
貸
付
金
事
業

①
２
，
０
０
０
万
円

②
市
内
の
中
小
企
業
が
融
資
を
受

け
や
す
く
す
る
た
め
に
、
融
資

資
金
の
原
資
の
半
額
を
市
内
の

金
融
機
関
に
預
託
し
ま
す
。

▼
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業

①
６
６
０
万
円
（
国
費
２
３
２
万

円
、
県
費
３
１
５
万
円
）

②
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
消
費
生
活
相
談
業
務
を
充

実
さ
せ
、
セ
ン
タ
ー
の
周
知
、

合
併
効
果
を
引
き
出
す

連
携
・
交
流
の
推
進

海
を
テ
ー
マ
と
し
て
の

産
業
の
振
興

被
害
者
防
止
啓
発
、
相
談
員
の

育
成
を
行
い
ま
す
。（
平
成
22

年
度
繰
越
含
む
）

▼
観
光
振
興
事
業
負
担
金
お
よ
び

委
託
事
業

①
６
，
８
５
８
万
円
（
県
費
３
，

３
１
３
万
円
）

②
観
光
協
会
や
雲
仙
天
草
観
光
圏

事
業
お
よ
び
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
推
進
協
議
会
に
対
す
る
負

担
金
や
観
光
を
推
進
す
る
た
め

の
委
託
等
を
行
い
、
観
光
事
業

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▼
観
光
宣
伝
広
告
事
業

①
１
，
０
１
０
万
円

②
各
種
広
告
媒
体
を
活
用
し
て
、

観
光
推
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
等
を

行
う
も
の
で
す
。

▼
美
し
い
上
天
草
市
づ
く
り
事
業

①
１
，
２
７
３
万
円

②
公
園
や
道
路
沿
線
に
花
づ
く
り

を
行
い
、
景
観
向
上
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
上
天
草
市
が
花
の

観
光
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

▼
祭
り
イ
ベ
ン
ト
事
業

①
１
，
１
２
１
万
円

②
「
天
草
五
橋
祭
」「
キ
ラ
ラ
祭
」

「
夏
夢
音H

IM
ED

O

」「
し
お

風
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
、
観

光
客
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

▼
観
光
施
設
維
持
管
理
事
業

①
６
，
３
２
５
万
円
（
国
費
１
，

２
７
６
万
円
）

②
本
市
の
温
泉
施
設
、
公
園
、
海

水
浴
場
、
公
衆
ト
イ
レ
等
を
良

好
な
状
態
で
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
維
持
管
理
と
観
光
客

の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
施
設

整
備
等
を
行
い
、
利
用
者
の
満

足
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。（
平

成
22
年
度
繰
越
含
む
）

▼
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
業

①
１
，
５
２
４
万
円
（
国
費

５
１
２
万
円
）

②
市
内
４
カ
所
の
キ
ャ
ン
プ
場
施

設
等
を
良
好
な
状
態
で
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。（
平
成
22
年
度

繰
越
含
む
）

【
企
業
誘
致
課
】

▼
経
済
振
興
戦
略
会
議
事
業

①
48
万
円

②
市
内
各
産
業
よ
り
幅
広
い
意
見
を

伺
い
、
官
民
の
連
携
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
市
の
経
済
振
興
を
推
進

す
る
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

▼
企
業
誘
致
事
業

①
５
７
１
万
円

②
本
市
に
お
い
て
、
新
た
な
起
業
ま

た
は
事
業
拡
大
に
よ
る
雇
用
の
創

完
全
移
行
に
伴
い
、
地
理
的
条
件

等
に
よ
り
テ
レ
ビ
の
視
聴
が
で
き

ず
、
暫
定
的
に
衛
星
放
送
で
テ
レ

ビ
を
視
聴
さ
れ
て
い
る
地
区
に
お

い
て
、
そ
の
後
の
恒
久
的
な
対
策

と
し
て
、
国
や
デ
ジ
サ
ポ
等
の
補

助
事
業
を
活
用
し
共
聴
施
設
を
整

備
す
る
組
合
に
対
し
、
市
も
事
業

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

出
を
促
す
た
め
、
積
極
的
な
企
業

訪
問
、情
報
収
集
活
動
を
展
開
し
、

企
業
立
地
に
対
し
て
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

①
国
費
直
接
支
援

②
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
す
る
雇

用
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国
の

委
託
を
受
け
、
民
間
事
業
者
等

に
よ
る
雇
用
の
拡
大
を
後
押
し

す
る
た
め
、
事
業
主
向
け
、
求

職
者
向
け
の
各
種
講
座
な
ど
の

取
組
み
を
行
い
ま
す
。

▼
上
天
草
市
特
産
品
流
通
セ
ン
タ

ー
業
務
委
託
事
業

①
５
９
２
万
円

②
市
産
品
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

や
流
通
体
制
の
整
備
な
ど
の
振

興
策
を
実
施
す
る
取
組
み
と
し

て
、
物
産
館
を
拠
点
と
し
て
上

天
草
市
特
産
品
の
知
名
度
を
高

め
る
情
報
発
信
販
路
の
構
築
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成23年度  事業概要◆
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持
工
事
を
行
い
、
交
通
の
安
全

性
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。（
平
成
22
年
度
繰
り
越
し
事

業
１
億
３
，
１
７
５
万
円
含
む
）

▼
道
路
改
良
事
業

①
２
億
１
８
２
万
円

②
道
路
改
良
計
画
に
基
づ
き
、
市

道
環
状
西
２
号
線
他
13
路
線
の

道
路
拡
幅
工
事
等
を
行
い
、
市

民
の
安
全
を
確
保
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。（
平

成
22
年
度
繰
り
越
し
事
業
７
，

１
８
２
万
円
含
む
）

▼
道
路
舗
装
事
業

①
４
，
９
５
０
万
円

②
道
路
舗
装
計
画
に
基
づ
き
、
市
道

環
状
西
１
号
線
他
16
路
線
の
舗
装

工
事
を
行
い
、
交
通
の
安
全
性
を

確
保
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。（
平
成
22
年
度
繰
り
越
し

事
業
２
，
９
５
０
万
円
含
む
）

▼
港
湾
建
設
事
業

①
１
億
２
，
８
３
９
万
円

②
港
湾
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
阿

村
港
改
修
工
事
他
２
件
の
工
事

行
い
、
船
舶
の
安
全
な
航
行
お

よ
び
係
留
を
図
り
ま
す
。（
平

成
22
年
度
繰
り
越
し
事
業
６
，

６
２
９
万
円
含
む
）

▼
海
岸
保
全
事
業
　

①
３
，
０
０
０
万
円

②
港
湾
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
永

目
港
海
岸
保
全
工
事
他
２
路

線
の
工
事
を
行
い
、
地
域
住

民
の
安
全
を
図
り
ま
す
。（
平

成
22
年
度
繰
り
越
し
事
業
１
，

０
０
０
万
円
含
む
）

【
税
務
課
】

▼
地
籍
調
査
事
業

①
４
８
６
万
円（
県
費
２
７
９
万
円
）

②
地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
く
「
国
土
調
査
」
の
一
つ

で
あ
り
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の

所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査

し
、
境
界
の
位
置
と
面
積
を
測

量
す
る
も
の
で
す
。

【
都
市
整
備
課
】

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
管

理
事
業

①
１
，
８
２
９
万
円

②
龍
ヶ
岳
町
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
維
持
管
理

し
ま
す
。

▼
公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業

①
２
，
６
４
９
万
円
（
国
費
１
，

２
５
０
万
円
）

②
住
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域
の

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
松
島

町
合
津
・
阿
村
地
区
に
お
け
る

下
水
道
管
渠
布
設
工
事
お
よ
び

管
渠
の
長
寿
命
化
計
画
に
伴
う

基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
公
共
下
水
道
施
設
維
持
管
理
事
業

①
４
，
８
３
１
万
円

②
合
津
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
を

は
じ
め
、
既
存
管
路
の
清
掃
、
点

検
管
理
等
を
行
な
い
な
が
ら
、
公

共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
た
各
家
庭

や
事
務
所
等
か
ら
流
入
す
る
排
水

の
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

▼
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業

①
４
，
４
７
６
万
円
（
国
費

１
，
１
９
１
万
円
、
県
費
１
，

２
３
１
万
円
）

②
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図
り
、
生

活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

【
環
境
衛
生
課
】

▼
上
天
草
衛
生
施
設
一
部
事
務
組

合
負
担
金
事
業

①
１
億
４
，
１
４
７
万
円

②
市
内
（
湯
島
地
区
を
除
く)

か

ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
の
処
理
を
行
う
た
め
の
負

担
金
で
す
。

▼
し
尿
処
理
事
務
事
業

①
９
０
０
万
円

②
湯
島
地
区
の
し
尿
等
の
収
集
運

搬
お
よ
び
処
理
を
行
う
た
め
の

費
用
で
す
。

【
水
道
局
】

▼
倉
江
浄
水
場
建
設
事
業
費

①
13
億
６
０
０
万
円

②
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
建
設

工
事
を
し
ま
す
。（
平
成
22
年

度
繰
り
越
し
事
業
４
億
５
，

５
０
０
万
円
含
む
）

▼
倉
江
配
水
池
建
設
事
業
費

①
２
億
１
，
０
０
０
万
円

②
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
建
設
工

事
を
し
ま
す
。（
平
成
22
年
度

繰
り
越
し
事
業
１
，
９
０
０
万

円
含
む
）

▼
配
水
管
整
備
事
業
費

【
都
市
整
備
課
】

▼
市
営
住
宅
建
設
事
業

①
１
，
６
４
５
万
円
（
国
費

６
３
０
万
円
）

②
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
に
基
づ
く
既
設
市
営
住
宅

の
改
修
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
環
境
衛
生
課
】

▼
天
草
広
域
連
合
清
掃
費
負
担
金

事
業

①
３
億
１
，
５
１
１
万
円

②
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
等
を
処
分
す
る
た
め
の
負

担
金
で
す
。

▼
ご
み
処
理
事
務
事
業

①
９
，
４
７
１
万
円

②
市
指
定
ご
み
袋
の
作
成
、
ご
み

収
集
運
搬
の
委
託
、
各
種
補
助

（
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
整
備
）
な

ど
を
行
う
た
め
の
費
用
で
す
。

▼
斎
場
総
務
管
理
事
業

①
１
，
４
４
４
万
円

②
市
立
斎
場
の
運
営
お
よ
び
施
設

の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
狂
犬
病
予
防
事
業

①
３
８
８
万
円

②
狂
犬
病
予
防
お
よ
び
野
犬
対
策

の
た
め
の
費
用
で
す
。

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
事
業

①
８
０
０
万
円

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
方
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
総
務
課
】

▼
天
草
広
域
連
合
消
防
費
負
担
金

事
業

①
４
億
８
，
２
３
８
万
円

②
消
防
、
救
助
お
よ
び
救
急
活
動

に
関
す
る
業
務
を
、
天
草
広

域
連
合
に
お
い
て
広
域
行
政

で
行
う
た
め
の
負
担
金
で
す
。

▼
防
災
訓
練
事
業

①
58
万
円

②
上
天
草
市
総
合
防
災
訓
練
や
各

町
毎
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

身
近
な
単
位
で
の

生
活
環
境
の
整
備

【
環
境
衛
生
課
】

▼
Ｅ
Ｍ
生
活
環
境
改
善
事
業

①
59
万
円

②
有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
を
使

い
、
川
や
側
溝
を
き
れ
い
に

し
、
地
域
環
境
の
改
善
を
行

い
ま
す
。

▼
保
健
衛
生
施
設
整
備
事
業

①
２
０
０
万
円

②
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁

を
防
止
し
、
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
排
水
溝
を
整
備

し
ま
す
。（
平
成
22
年
度
繰
越

事
業
）

【
農
林
水
産
課
】

▼
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

①
２
，
６
５
８
万
円
（
県
費
２
，

４
２
０
万
円
）

②
本
市
の
市
木
で
あ
る
松
の
保
全

海
の
環
境
と
自
然
環
境

の
保
全

行
財
政
の
新
し
い

仕
組
み
づ
く
り

【
税
務
課
】

▼
税
務
事
務
事
業

①
１
，
２
９
３
万
円

②
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
市
税

と
国
保
税
の
公
平
・
公
正
な
賦

課
・
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

【
企
画
政
策
課
】

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

①
２
，
２
８
７
万
円

②
「
上
天
草
市
ま
ち
づ
く
り
事
業

推
進
基
金
」
を
活
用
し
、
住
民

が
自
ら
考
え
、
実
行
し
て
い
く

「
自
助
自
立
型
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
内
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

▼
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

①
57
万
円

②
身
近
な
公
共
空
間
で
あ
る
公

園
、
道
路
、
緑
地
等
の
美
化
お

よ
び
清
掃
を
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
里
親
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
管
理
し
て
い
た
だ
き
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
事
業
で
、
清
掃
活
動
に
必

要
な
用
具
の
貸
出
や
燃
料
等
の

支
給
を
行
い
ま
す
。

▼
経
済
セ
ン
サ
ス
事
業

①
２
０
５
万
円

②
従
来
行
わ
れ
て
い
た「
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
」、「
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
」、「
平
成
21
年
商

業
統
計
調
査
」、「
平
成
23
年
工

業
統
計
調
査
」
な
ど
の
大
規
模

調
査
を
統
合
し
た
、
国
勢
調
査

に
並
ぶ
重
要
な
統
計
調
査
で
あ

り
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
経

済
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
事
業

で
す
。

▼
松
島
庁
舎
建
設
関
連
事
業

①
４
，
０
１
７
万
円

②
老
朽
化
し
た
松
島
庁
舎
お
よ
び

保
健
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

た
め
の
図
面
・
仕
様
等
を
作

成
す
る
設
計
業
務
委
託
等
を

行
い
ま
す
。

▼
姫
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設

関
連
事
業

①
２
０
０
万
円

②
老
朽
化
し
た
姫
戸
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め
の
図

面
・
仕
様
等
を
作
成
す
る
設
計

業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

【
企
画
政
策
課
情
報
推
進
室
】

▼
電
子
計
算
機
一
般
事
務
事
業

①
９
，
６
５
５
万
円

②
税
情
報
シ
ス
テ
ム
や
戸
籍
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
総
合
行
政
シ
ス
テ

ム
を
安
定
的
に
運
用
す
る
こ
と

で
、
市
役
所
の
窓
口
で
税
や
戸

籍
等
の
証
明
書
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
住
民
情
報
の
適
正
な

管
理
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

推
進
を
図
る
事
業
で
す
。

【
監
理
課
】

▼
電
子
入
札
事
業

①
３
７
６
万
円

②
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
に
つ

い
て
、
入
札
情
報
の
公
開
お
よ

び
不
正
行
為
の
防
止
並
び
に
業

務
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
電

子
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
利

用
し
た
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

【
総
務
課
】

▼
交
通
安
全
施
設
設
置
事
業

①
３
６
７
万
円

②
市
内
の
交
通
安
全
施
設
（
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）

の
設
置
、
改
修
を
行
い
、
交
通

事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

【
建
設
課
】

▼
道
路
維
持
事
業

①
１
億
８
，
７
４
５
万
円

②
道
路
維
持
計
画
に
基
づ
き
、
市

道
岩
谷
尾
上
線
他
49
路
線
の
維

都
市
基
盤
の
整
備
責任ある環境・
基盤づくり

①
５
，
３
７
０
万
円

②
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
等
を
実

施
し
ま
す
。

【
企
画
政
策
課
】

▼
上
天
草
観
光
循
環
バ
ス
運
行
事
業

①
５
９
１
万
円

②
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
来
訪

さ
れ
た
お
客
さ
ま
の
上
天
草
市

内
の
交
通
手
段
と
し
て
観
光
循

環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
金
事
業

①
７
，
９
９
２
万
円
（
県
費

６
６
６
万
円
）

②
市
内
の
生
活
交
通
と
し
て
運
行

す
る
公
共
交
通
機
関
の
安
定
的

な
運
行
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
当
市
に
お
い
て
運
行
す

る
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、
運
行

実
績
に
基
づ
き
運
行
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

災
害
時
に
お
け
る
防
災
体
制
の

確
立
と
防
災
関
係
機
関
相
互
の

協
力
の
円
滑
化
を
図
り
、
住
民

の
防
災
に
関
す
る
意
識
の
高
揚

と
知
識
の
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

【
農
林
水
産
課
】

▼
単
県
治
山
事
業

①
７
４
５
万
円（
県
費
３
１
３
万
円
）

②
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
人
家
の
裏
山
の
崩
壊
防
止
や

自
然
災
害
等
に
よ
り
崩
壊
し
た

山
地
を
復
旧
す
る
事
業
で
す
。

お
よ
び
景
観
保
全
を
図
る
た
め

地
上
散
布
、
伐
倒
駆
除
を
実
施

し
ま
す
。

平成23年度  事業概要◆
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日日24 ☆主催事業
★公認事業

天草四郎コンテスト参加者募集

　上天草市のシンボル的

存在「天草四郎」コンテ

ストを開催します。

　男女や自薦他薦は問い

ません。美男美女集まれ !!

豪華賞品もご用意してお

ります。

　池島の龍伝説を彷彿させる白龍船で速さを争いま

す。一般の部と中学生の部があり、白熱すること間

違いなし !!

■コース　合津港からフェリー発着付近を折り返す

総延長 400m

■参加資格　１チーム 13 人で中学生以上

■参加料　１チーム 2,000 円※中学生の部は無料

■種別　一般男子・女子の部、中学生の部

　※小・中学生混合でも可

■申込締切　９月２日（金）

25
■参加資格　全国の小学生で作るチーム。

　　　　　　※先着 16 チーム。

■参加料　3,000 円（ただし、上天草市サッカー協

会に登録済みの団体は 2,000 円）

■競技方法　８人制、予選はリンク戦、決勝はトー

ナメント戦です。ルールは大会実施要綱に定めます

■申込方法　申込用紙を、協会事務局（企画政策課

内）に提出

■申込締切　９月 12 日（月）

　　　　※詳しくは、上天草市サッカー協会ＨＰ

ジュニアサッカー大会
参加者募集！

白龍船競漕大会参加者募集 !

　天草五橋の開通を祝う、天草五橋祭が今年は 24 日（土）、25

日（日）に合津港一帯を会場に開催されます。いろんな催しに参

加して、上天草市の秋の風物詩を満喫しましょう

○申込・問合せ先　五橋祭企画実行委員会　☎ 0969（56）3133

☆主催事業
★公認事業開催イベント開催イベント 第４回天草食の彩典 出店者募集！

　例年好評の天草食の彩典を今年も開催します。天

草地域内で活躍する有店舗者が天草の食材を使った

料理を販売します。

■応募資格　

　①メニューに天草の食材を使用すること

　②天草地域内で営業している有店舗事業者

■申込締切日　８月 31 日（水）　

■応募・問合せ先　天草フードプロデュース

　　　担当：松島　☎ 090（2507）9705

天草五橋道中踊り 参加者募集！
　天草を代表する「ハイヤ節」の軽快なリズムで踊

り歩きます。今年度も皆さまの練習などの努力に敬

意を表し全チームに参加賞を用意しました。

■参加資格　10 人以上の団体

■申込締切日　９月２日（金）　

《ハイヤの踊り方、教えます》
■日時　９月１日（木）20 時〜 22 時

■場所　阿村体育館（ふれあい広場）

★上天草市地域婦人連絡協議会の皆さんによる、優し

く丁寧な指導で、誰でも簡単にマスターできます。

★五橋祭出発式
　時：９時～
　場：二号橋公園
★獅子舞フェスタ
　時：10 時～
　場：お祭り広場
★よさこいハイヤ
　時：13 時～
　場：お祭り広場　
★くまモン体操
　時：15 時～
　場：お祭り広場　
★天草四郎コンテスト
　時：16 時～
　場：お祭り広場
★天草五橋道中踊り
　時：17 時 30 分～
　場：お祭り広場
★天草五橋祭
　　　ステージショー
　時：19 時～
　場：お祭り広場
★海洋花火大会
　時：20 時 30 分～
　場：合津港一帯

露店出品店申込

■出店料　１区画 1 万 5,000 円【市外者】2 万円

※１区画テント（2.7 × 3.6m）、机、椅子２提供です。

■申込締切　８月 26 日（金）

☆ジュニア
　　　サッカー大会　
　時：９時～
　場：松島総合運動公園
☆第 30 回宮崎県・熊

本県四半的総合大会
　時：９時～ 16 時
　場：松島総合センター「アロマ」
☆ハーレーダビットソン
　　　　ロザリオ MTG
　時：13 時～
　場：お祭広場周辺
☆フラカーニバル IN 天草
　時：13 時～
　場：松島総合センター「アロマ」
☆天草食の彩典 IN 五橋祭
　時：11 時～ 21 時
　場：お祭広場

五橋祭出発式

天草五橋道中踊り

★第 35 回白龍船競漕大会　
　時：10 時～ 13 時
　場：合津港一帯
★第 22 回魚のつかみ取り大会
　時：13 時～
　場：お祭り広場

白龍船競漕大会

魚のつかみ取り大会

海洋花火大会

主な出演者

髙﨑裕士 ＭＩＣＡ

今年は、熊本県ＰＲキャラク
ター「くまモン」も参加決定！

■問合せ先　☎五橋祭企画実行委員会

クラッケンスライダー
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軟
式
野
球

　
水
泳

　今年の県民体育祭は、「七浦の　潮風にきらめく

水芦県体」をスローガンに、９月 17（土）・18日（日）

の２日間、水俣・葦北地域で開催されます。今年は、

総勢 314 人が、上天草市の選手として参加します。

組み合わせ・時間等については、９月１日の区長便

にてお知らせします。皆さんの応援よろしくお願い

します。

●問合せ先　市体育協会（松島総合センター「アロマ」内）

　　　　　　☎ 0969（56）0777

団　

長　

切
通　

英
博

副
団
長　

堀
江
正
二
郎

副
団
長　

中　
　

直
通

総
監
督　

新
宅　

靖
司

顧　

問　

川
端　

祐
樹

　
陸
上
競
技

▼
監
督　

本
田
明
男

▼
男
子　

福
山
皓
也
・
黒
田
蕉
太

郎
・
濵
口
一
也
・
荒
川
達
也
・

江
平
庸
浩
・
山
下
洋
介
・
渡

辺
哲
浩
・
杉
森
洋
介
・
松
本

辰
矢
・
長
谷
川
豊
・
浅
畑
直
・

竹
川
光
幸
・
藤
崎
博
之
・
浦

部
信
一
・
尾
上
秀
張
・
前
方

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
サ
ッ
カ
ー

　
剣
道

▼
監
督　

山
下
隆
明
（
兼
選
手
）

▼
選
手　

山
下
誠
悟
・
田
中
大
心
・

中
田
静
志
・
山
本
里
枝
・
釜

元
優
一
・
田
嶋
伯
朗
・
宮
﨑

春
香

　
弓
道

　
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
卓
球

裕
一
・
前
田
忠
彦
・
小
﨑
光
・

本
多
毛
佐
光
・
波
戸
内
秀
治
・

川
本
三
三
喜
・
宮
本
稔
・
窪

田
進
市

▼
女
子　

中
村
理
菜
・
赤
穂
美
紗

里
・
松
永
珠
美
・
坂
口
愛
・
出

口
徳
子
・
碇
民
・
竹
川
ま
ゆ
み

▼
監
督　

山
本
勝
美
（
兼
選
手
）

▼
男
子　

畑
中
喬
・
吉
田
嘉
武
・

甲
田
仁
志
・
西
田
一
守
・
梅

本
廣
昭
・
濵
﨑
顯
爾
・
吉
川

弘
・
千
原
初
喜
・
藤
川
聖
道
・

清
水
敦
郎
・
荒
木
能
也
・
松

本
正
剛
・
斉
藤
豊
・
吉
本
賢
一
・

久
保
田
翔

▼
女
子　

前
川
節
代
・
直
理
ゆ
か

り
・
小
﨑
早
苗

▼
監
督　

村
田
一
義

▼
選
手　

山
口
浩
之
・
杉
田
昌
直
・

原
田
和
久
・
本
田
善
生
・
松

島
昌
陽
・
髙
橋
健
・
稲
津
実
雄
・

齋
藤
裕
一
・
高
島
明
人
・
佐

伯
征
司
・
赤
松
一
三
・
田
島

博
文
・
田
島
勉
・
木
嶋
雅
樹

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
監
督　

西
山
勝
之

▼
選
手　

山
﨑
幸
次
・
小
山
長

久
・
中
原
満
泰
・
山
田
勝
也
・

正
木
大
二
・
澤
村
弘
史
・
植

田
一
郎
・
森
広
光
・
岩
井
要
・

中
田
静
一
・
田
中
正
光
・
小

林
靖
幸
・
澄
川
健
治
・
浦
上

昭
年

▼
女
子
監
督　

内
藤
誠
一

▼
コ
ー
チ　

水
野
武
晴

▼
選
手　

荒
木
莉
佐
・
山
下
る
り

子
・
伊
美
ま
ゆ
み
・
内
藤
千

春
・
富
田
千
奈
美
・
林
田
映

香
・
吉
坂
紀
子
・
藤
島
夕
子
・

藤
島
の
ぞ
み
・
片
山
瞳
・
野

▼
監
督　

山
﨑
司
誠

▼
男
子
選
手　

斉
藤
圭
哉
・
野
田

明
宏
・
宮
﨑
克
広
・
岩
井
創

史
・
山
﨑
公
貴
・
山
﨑
裕
貴
・

松
本
雄
樹
・
田
中
辰
夫
・
四

方
田
徹

▼
女
子
選
手
　
馬
原
和
子
・
松
尾

邦
子
・
小
﨑
あ
す
み
・
佐
伯

侑
香

▼
監
督　

山
﨑
一
司

▼
男
子
選
手　

岩
田
稔
正
・
谷
川

基
明
・
古
川
宏
治
・
園
洋
一
・

濱
田
正
勝
・
木
村
亘
輔

▼
女
子
選
手　

山
下
由
紀
子
・
小

﨑
美
穂
・
園
田
小
百
合
・
水

▼
男
子
監
督　

水
田
博
文

▼
選
手　

鈴
来
均
・
志
水
裕
史
・

山
﨑
司
・
川
端
義
孝
・
森
口

真
喜
男
・
丸
尾
和
徳
・
川
口

鉄
郎
・
本
田
三
智
男
・
鬼
塚

昭
彦
・
中
文
近
・
山
口
正
治
・

中
本
啓
介
・
山
下
東
星
・
森

口
光
・
小
林
康
孝

▼
女
子
監
督　

木
口
克
志

▼
選
手　

山
脇
悦
子
・
本
田
良
子
・

園
田
富
久
子
・
堀
川
富
士
美
・

植
田
直
子
・
木
本
澄
香
・
宮

﨑
佳
奈
・
宮
﨑
綾
女
・
碇
み

ゆ
き

▼
男
子
監
督　

井
賀
寿

▼
選
手　

松
山
浩
利
・
入
口
紘
光
・

蕪
龍
大
・
山
下
洋
一
・
高
田

友
和
・
園
口
健
太
・
松
本
大
・

赤
穂
雄
峰
・
瀧
本
竜
聖
・
竹

中
義
和
・
小
島
潤
・
赤
瀬
俊

作
▼
女
子
監
督　

小
松
野
耕
平

▼
選
手　

松
田
希
・
山
下
実
圭
・

稲
垣
ま
ゆ
み
・
井
手
口
梓
・

下
山
優
子
・
岩
﨑
奈
々
美
・

山
本
真
衣
子
・
瀧
本
日
佳
留
・

民
本
亜
希
・
吉
田
あ
ゆ
み
・

松
田
彩
香
・
瀬
﨑
千
愛

▼
男
子
監
督　

貞
清
直
仁

▼
選
手　

川
本
寿
樹
・
山
城
秀
英
・

直
理
卓
也
・
森
稔
晴
・
濵
優
樹
・

浦
中
進
一
・ 

鬼
塚
純
一
・
森

佑
太
朗
・
直
理
智
大
・
堀
畑
陽

一
・
長
田
勝
広
・
田
口
邦
雄

▼
女
子
監
督　

赤
瀬
恵
子
（
兼
選

手
）

▼
選
手　

森
清
美
・
島
﨑
久
巳
・

坂
川
美
保
・
貞
清
季
実
子
・

西
山
美
穂
子
・
森
裕
美
子
・

平
田
紗
喜
・
本
村
み
き
・
寺

美
有
希
・
高
野
美
央
・
梅
田

美
香

▼
監
督　

山
下
和
哉

▼
選
手　

堀
江
慎
一
・
片
山
良
三
・

若
松
伸
也
・
篠
田
卓
也
・
荒

川
隆
志
・
山
下
誠
・
浦
上
航
・

四
丸
亮
介
・
平
野
貴
久
・
浦

上
大
毅
・
川
本
佳
祐
・
泉
田

利
博

▼
監
督　

島
﨑
克
明

▼
選
手　

前
方
正
広
・
汐
見
勲
・

岩
本
直
樹
・
碇
憲
樹
・
斉
藤

辰
也
・
本
多
孝
行
・
田
島
章

一
郎
・
永
目
博
士
・
藤
本
幸

弘
・
山
本
幸
平
・
本
多
亨
至
・

永
木
貴
士

▼
監
督　

川
本
宜
史

▼
選
手　

橋
口
由
一
・
石
本
哲
也
・

村
枝
光
幸
・
岡
部
隆
康
・
山

下
ス
エ
子
・
栂
尾
久
子
・
江

郷
幸
子
・
坂
田
保
喜

▼
監
督　

山
下
幸
子

▼
選
手　

山
下
至
・
堀
江
英
俊
・

出
口
典
彦
・
西
村
義
隆
・
脇

本
茂

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
監
督　

平
岡
雪
信

▼
選
手　

小
林
勲
・
小
崎
長
年
・

磯
崎
潔
・
貝
川
敏
雄
・
島
田
健

吉
・
園
田
幸
一
・
小
崎
昇

▼
女
子
監
督　

野
村
健
二

▼
選
手　

前
川
タ
マ
ノ
・
中
田
ハ

ツ
子
・
片
山
ミ
チ
ヨ
・
貝
川

ミ
ワ
子
・
浦
上
フ
ミ
エ
・
浜

崎
フ
ク
エ
・
塩
田
ヒ
デ
子

第66回熊本県民体育祭 9月17日（土）、18日（日）開催

選
手
団
名
簿
（
敬
称
略
）

　
テ
ニ
ス

▼
監
督　

益
田
敬
三
（
兼
選
手
）

▼
男
子
選
手　

園
木
崇
史
・
山
﨑

元
徳
・
赤
星
誠
吾
・
最
上
辰
徳
・

中
﨑
亮
・
立
花
和
則
・
千
原

嘉
介
・
井
手
睦
男
・
川
本
良
一
・

赤
星
博
英
・
赤
星
辰
昭

▼
女
子
選
手　

平
岡
あ
か
り
・
木

本
淳
子
・
前
田
和
子
・
和
久

田
純

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

▼
男
子
監
督　

上
妻
重
則

▼
選
手　

森
大
作
・
大
石
強
・
武

森
清
・
岩
下
光
昭
・
平
山
宗

甫
・
森
元
末
好
・
大
山
冨
士
則
・

前
垣
悟

▼
女
子
監
督　

千
原
鐵
男

▼
選
手　

橋
口
隆
代
・
福
原
ク
ニ

子
・
中
原
保
代
・
上
妻
ヨ
シ

ミ
・
武
森
サ
エ
子
・
森
順
子
・

平
岡
ま
さ
み
・
堀
江
タ
キ
ヨ

▼
監
督　

川
端
榮

▼
選
手　

田
川
清
幸
・
戸
田
清
・

渡
辺
秀
樹
・
木
村
誠
二

　
ク
レ
ー
射
撃

▼
監
督　

白
石
尚
史

▼
選
手　

山
口
大
介
・
山
口
大
雅
・

双
原
祐
也
・
長
本
慎
吾
・
山

下
大
輝
・
平
城
和
馬
・
北
垣
洋
・

　

福
山
貴
信
・
森
圭
志

　
柔
道

田
恵
美
・
川
口
香
・
山
﨑
佳
世
・

山
口
祐
子
・
藤
川
和
美

野
美
奈
子
・
木
嶋
た
か
子



大正時代から続く伝統のフカ狩り

まちのわだい

６月20日

市の名声を高めた功績
江郷さんがスポーツ優秀者表彰を受彰

６月21日

６月19日

６月９日

高齢者を交通事故から守る
市に優勝旗を持ち帰りたい

直接指導受け、跳び箱にチャレンジ

相生荘で交通教室を開催フカから特産のタイを守る

国の選択無形民俗文化財「くも合戦」
　６月 21 日に龍ヶ岳町の相生荘で、同施設の入所者や

ディサービスの利用者 20人が参加して高齢歩行者交通安

全システムを利用した交通安全教室が開催されました。

　同システムは、道路に見立てた７メートルのマット上

を模擬横断し、その状況をスクリーンの映像と合成す

る歩行シュミレーション機能により、横断時の危険性

を参加者とともに体験することができるシステムです。

　講師を務めた県交通安全協会の職員は、「横断する

ときは、しっかりと左右を確認すること。もし車が見え

たら横断しないように」と注意を促しました。

　６月９日に大矢野町の湯島沖で大正時代から続く伝

統のはえ縄漁によるフカ狩りが行われました。このフ

カ狩りは、特産のタイなどの有用魚を守るために実施

されているものです。今回は13 匹を捕獲し、大きいも

のでは体長 2.7メートルにもなりました。

　また、この伝統行事を観光にも活かそうとあまくさ

四郎観光協会がフカ狩り体験ツアーを実施し、市内外

から約 50人が参加しました。フカ狩りの体験後は、湯

島の方々によるカニの味噌汁やフカの湯引きなどが提

供され、参加者らはおいしそうに食べていました。

　鹿児島県姶良市で毎年開催される「くも合戦」に野

村健二さん、川端勝夫さん、福井文浩さん（龍ヶ岳町）

が県代表として参加し、全国大会の部で見事２位に輝

きました。くも合戦は、国の選択無形民族文化財で２

匹のコガネクモを棒の上で戦わせるものです。

　今年は６月19日に開催され、愛好家106人が持ち寄っ

た 318 匹が熱戦を繰り広げました。川端さんは「来年

こそは上天草市に優勝旗を持ち帰りたい」と話しました。

　学校や地域にスポーツ選手を招いて講話・実技など

を行うスポーツ選手活用体力向上事業が、６月 20 日に

湯島小で開催されました。

　今回は、元体操選手の水鳥舞夏さんが来校され、講話・

実技を行いました。講話では、水鳥さんの学生時代に

挫折から抜け出し、立ち直る経験をはじめ、何事にも目

標を定めて取り組む姿勢が大切と話されました。実技で

は、マット・跳び箱を指導。児童たちは、熱心な姿勢で

水鳥さんの指導を受け、実技にチャレンジしていました。

　児童にとってはスポーツ選手を身近に接することがで

きる貴重な経験となりました。

　市体育協会では、「本会の活動並びに本市のスポーツ

振興に顕著な功績があったもの、地域活性に寄与したも

のを表彰する」事を目的とし、毎年、種目協会よりスポー

ツ功労者・優秀者を推薦していただき、その献身への感

謝の意をこめて、表彰しています。今回は、市弓道協会

の江郷國紘さんが表彰を受けました。

【江郷國紘さん】
　熊本県弓道連盟会長として、県内の指導はもとより、

全国各地で指導されている。昨年９月、「第 61 回全日本

弓道選手権大会 ( 天皇杯 )」において、県代表として出

場し、10 年振り２回目の優勝。熊本県および上天草市の

名声を高めた。

完成度の高いプレーを披露
第20回招待高校野球上天草大会

　７月３日に松島総合運動公園松島野球場で第 20 回招待高校

野球上天草大会が開催されました。今年は地元の大矢野高校、

松島商業高校、上天草高校の３校が連合チームとして参加しまし

た。試合は招待校の八代南高校と上天草連合の対戦。

　全国高校野球選手権熊本大会直前ともあって、連携プレーな

ど完成度の高いプレーが随所に見られる２試合となりました。

　試合結果は次のとおりです。

　（第１試合）上天草連合　３－２　八代南高校

　（第２試合）上天草連合　２－５　八代南高校

スポーツ選手活用体力向上事業

７月３日

17 162011. 8月号広報上天草



　阿村中で（社）日本船長協会（小島茂会長）の世界

の海を航海した船長らを招いての職業講話が行われま

した。阿村は、昔から海運が盛んで歴史的にも海との

関わりが深いことから実施されたもので、生徒らは大

量輸送で産業を支える船の仕事についてや、海や船が

密接に暮らしに関係していることなどを学びました。

阿村中 船長講和○女子ソフトテニス

　片山　久美さん（大矢野中出身）

　時：８月１日（月）〜４日（木）

　場：秋田県大館市大館樹海ドーム

○空手道女子団体組手

　福岡　礼菜さん（維和中出身）

　時：７月30日（土）〜８月２日（火）

　場：青森県十和田市総合体育センター

全国高等学校総合体育大会「北の風 君に無限の可能性」
○柔道男子個人（60㎏級）

　山﨑　奨太さん（大矢野中出身）

　時：８月９日（火）〜13日（土）

　場：秋田県立武道館

○卓球（男子ダブルス）

　竹永　大和さん（今津中出身）

　時：８月９日（月）〜14日（日）

　場：新青森県総合運動公園総合体育館

○陸上競技男子　走幅跳・三段跳

　本多　隆成さん（今津中出身）

　時：８月３日（水）〜７日（日）

　場：岩手県北上総合運動公園北上陸上競技場

第20回全日本実年
　　　　　ソフトボール大会

第23回全国高等学校情報処理
　　　　　　　　　競技大会

　小山　長久さん（大矢野町出身）

　田中　正光さん（大矢野町出身）

　時：９月23日（金）〜25日（日）

　場：青森県弘前市総合運動公園

６月27日
６月24日

６月17日

６月29日

中学生が将来を考えるきっかけに

地元のスポーツ活動の振興に
届け希望のひかり

阿村中男子バレー部が優勝報告
～夢の実現に向けて～語り合う

教良木中 職業講和

大矢野衣料品組合
秀岳館高等学校チャリティコンサート

第32回熊本県中学選抜バレーボール
選手権大会

くまもと夢トークin天草

　社会人野球チーム「熊本ゴールデンラークス」総監

督の田中敏弘さんの講演が教良木中でありました。講

演は、同中が送った田中さんへの手紙から実現したも

ので、同チームからは選手二人も応援に参加。目標を

達成するための心構えなどを自身の野球人生を通して

を語り、生徒らと真剣に向かい合っていました。

　大矢野衣料品組合（竹川雄一組合長）が本市のスポー

ツ活動の振興に協力するためにティーシャツを作成し、そ

の販売をはじめました。販売による益金は、スポーツ活動

の普及振興を目的に設置された上天草市スポーツ振興基

金に寄付されることになっています。ティーシャツは、四

郎くんなどの上天草市シンボルキャラクターがプリントさ

れており、カラフルなピンクや黒など９色を用意。要望が

あれば色のバリエーションも増やすとのこと。現在、上天

草物産館さんぱーるで販売されています。

　６月24日、松島総合センター「アロマ」で東日本大震

災による災害で被災した人々を支援するため、八代市の

秀岳館高等学校がチャリティーコンサートを行い、市内

外から多くの観客が訪れました。

　このコンサートでは、生徒らが自分たちに何ができる

かを考え、太鼓、三味線、吹奏楽などの演奏や書道パ

フォーマンスを披露しました。

　チャリティーでは44万6,635円の善意が寄せられ、被

災地に寄付されました。

　６月11日・12日に八代市で開催された熊本県中学選抜バ

レーボール選手権大会で阿村中男子バレー部が優勝し、６月

27日、市長にその報告を行いました。

　キャプテンの松﨑和哉さんは「九州大会に出場し、阿村中

の名を九州にアピールしたい」と、意気込みを述べると、市

長は「自信と誇りを持って取り組んで、夢を達成してくださ

い」と激励しました。

　６月29日、蒲島知事と地域づくりに取り組む人々とが

意見交換を行う「くまもと夢トーク」が松島町の樋合海

水浴場（パールサンビーチ）で開かれました。

　今回のくまもと夢トークにはＫＡプロジェクト、シー

トラスト、天草元気工房の代表３人が出席。それぞれが

自殺対策、人づくり、環境保全などについて、知事に提

案を行いました。知事は「そこにある資源を人の輪で生

かすことが重要。市民力を結集して天草を発展させて欲

しい」と夢の実現を応援しました。

全国大会出場
おめでとうございます

　良本　海さん（大矢野中出身）

　時：７月31日(日)

　場：千葉商科大学
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健康ガイド健康ガイド

種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間

3〜4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診票

大矢野 6火
H23.5

13:00〜13:15

松　島 15木
龍ヶ岳 1木 H23.4〜5

6〜7カ月児健診 ハンカチ
または

ハンドタオル

大矢野 13火
H23.2

松　島 15木

6〜8カ月児健診 龍ヶ岳 1木 H23.1〜2

１歳児学級 おしぼり、お茶 全地区 30金 H22.9

１歳６カ月児健診 尿 大矢野 20火 H22.1〜2

３歳児健診
聴力視力
検査用紙

松　島 8木 H20.7〜8

２歳児歯科検診 歯ブラシ 全地区 28水 H21.8〜9

【場　所】全地区・松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター　　　　　

　　　　　姫戸…姫戸老人福祉センター　　　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所

【用意するもの】 母子手帳と問診票（もうすぐパパママ学級を除く）は、どの健診

および学級でも必ず持参ください。

母子健診（９月）

母子手帳交付・育児相談（９月）

種　類 日 実施時間

こころの健康相談 8 木、22 木 13:30 〜 15:30
（14:30 まで受付）

デイケア 8 木 10:00 〜 12:00

【場所】　　  ８日　大矢野老人福祉センター　 

　　　　　22 日　松島庁舎相談室

種　類 日 実施時間

精神保健相談 1 木、15 木 14：00 〜

【場所】天草保健所相談室 ☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（９月）

日 病院名〈診療科目〉 （所在地）電話番号

4

毛利医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）2111

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0052

11

しまだ小児
〈小・内〉

（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0005

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）

☎ 0969（56）0899

18

中村達男医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0006

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3583

19 中村医院〈内〉
（大矢野町上）

☎ 0964（56）0003

23
宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）

☎ 0964（56）0600

25

竹島医院〈内〉
（大矢野町登立）

☎ 0964（56）0159

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3102

【診療時間】　9 時〜 17 時※診療時間外は上天草総合

病院、済生会みすみ病院、天草地域医療センターに

お問い合わせください。７月 31 日現在の予定表にな

ります。都合により変更することもあります。

日祝日在宅医（９月）

場　所 日
実施時間

（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
 5 月、12 月
20火、26 月

9:30 〜 11:00
（9:30 〜 9:45）

松島保健センター
随時交付（手帳）
15 木（相談）

9:30 〜 11:00
（随時）

姫戸統括支所 20火 9:00 〜 10:00
（9:00 〜 9:15）

龍ヶ岳統括支所 1 木、20火 10:30 〜 11:30
（10:30 〜 10:45）

用意するもの　印鑑（手帳）

子宮頸がん予防ワクチン接種

日 場所（対象地区） 受付時間

21 水 姫戸老人福祉センター
（姫戸・龍ヶ岳地区）

13:00 〜 13:3022 木 松島保健センター
（今津地区）

27 火 大矢野老人福祉センター
（登立、維和、湯島地区）

ポリオ集団予防接種（９月）

むし歯ゼロのすすめ
～むし歯の原因は３つ、だから予防法も３つ～

３つ（むし歯菌・糖分・歯質）が重なった状態
のまま時間が経過するとむし歯ができます。

むし歯菌

歯質糖質
（特に砂糖）

【糖質の適正摂取】
○おやつの制限

○甘い飲食物は１日１回程度

＋
時間の経過

【むし歯菌を減らす】
○歯磨き・仕上げ磨き

○デンタルフロス等の使用

【歯質の強化】
○フッ化物の利用

★フッ化物洗口　
★フッ化物配合の歯磨き剤の使用
★フッ化物歯面塗布
※上天草市では１歳児学級でフッ化物

　歯面塗布無料券を配布しています

フッ化物（フッ素）は「歯の再石灰化」を促進し
歯の表面を解けにくく強化する働きがあります。

※特にむし歯になりやすい時期（歯が生え始めてから２〜３年の間・乳歯や永久歯が次々に

生えてくる１歳から中学生くらいまで）のフッ化物の利用は大きな効果が期待できます！

市では希望する保育園・小中学校で
　　　　　フッ化物洗口が実施できるよう支援していきます

フッ化物の利用で大きな効果！
【フッ化物洗口】
フッ化物洗口液でうがいをする方法。

うがいが上手にできる４歳頃から永久歯が生え

そろう中学生まで行えばむし歯を約半分に減ら

せます。個人で行うホームケアだけでなく、保

育園や小中学校において集団で行うと継続しや

すくより効果が期待できます。

現在、熊本県では阿蘇市波野地区と玉東町におい

て小中学校でのフッ化物洗口が実施されています。

阿蘇市波野地区での小中学校におけるフッ化物洗
口は、平成９年から開始。

永久歯の一人平均むし歯本数が
小学生では、
2.25 本が　0.40 本に
中学生では
4.37 本が　1.36 本に
12 歳児では
4.29 本が 0.75 本に
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阿蘇市波野地区では子どもたちの
むし歯がこんなに減りました
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※上天草市では３つの保育園で実施中です。

　上天草市では、平成 23 年１月より子宮頸がん

予防ワクチンの接種費用の助成を行っています

が、全国的なワクチン不足のため、接種の差し控

えとなっておりました。

　その後、供給量の確保により、7 月 20 日から

接種が再開できることとなりました。対象の方で

未接種の方に対しては、先日、ハガキにてお知ら

せをしております。接種を希望される方は、夏休

み等を利用され、早めに接種を受けられることを

お勧めします。

○対象者　中学１年生〜高校１年生の女子

※現高校２年生の方でワクチンの供給量の不足に

より、昨年度接種できなかった方も平成 24 年

３月 31 日まで対象となります。

○接種方法　

●個別接種　市内の委託医療機関にて要予約

●予診票　市役所の各窓口で配布（母子手帳必須）

●接種スケジュール　６カ月間で３回接種

○接種料金（１回あたり）
接種料金 助成額 自己負担額
16,000 円 11,000 円 5,000 円
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市 立 病 院
だ よ り

Ｑａ
ｎｄＡ コーナー

肺がんについて

上天草市立　上天草総合病院
内科　赤池公孝

　

近
年
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
延
び
続

け
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
が
出
版

し
て
い
る
２
０
１
１
年
版
の
世
界
保
健
統

計
に
よ
る
と
、
日
本
の
平
均
寿
命
は
、
女

性
は
86
歳
、
男
性
は
80
歳
と
そ
れ
ぞ
れ
世

界
１
位
、
２
位
の
長
寿
大
国
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
現
代
の
日
本
人
の

死
因
は
悪
性
新
生
物
30
・
０
％
、 

心
疾
患

15
・
９
％
、
脳
血
管
障
害
11
・
１
％
で
悪

性
新
生
物
、
つ
ま
り
が
ん
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
悪
性
新
生
物
の
中
で
も
、

注
目
す
べ
き
は
肺
が
ん
の
存
在
で
す
。
現

在
、
肺
が
ん
は
男
性
で
悪
性
新
生
物
の
中

で
胃
が
ん
を
抜
い
て
最
も
多
く
、
女
性
で

も
大
腸
が
ん
に
続
く
２
番
目
の
多
さ
で

す
。
今
後
も
長
寿
社
会
の
日
本
で
は
、
肺

が
ん
と
の
か
か
わ
り
が
よ
り
多
く
な
っ
て

い
く
印
象
で
す
。

　

肺
が
ん
と
向
き
合
う
う
え
で
今
後
留
意

す
べ
き
こ
と
と
し
て
主
に
二
つ
あ
げ
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。
一
つ
目
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
、
二
つ
目
は
肺
が
ん
発
症
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
と
考
え
ま
す
。
で

は
早
期
発
見
に
関
し
て
、
肺
が
ん
の
患
者

さ
ん
は
ど
ん
な
症
状
を
生
じ
、
ど
ん
な
検

査
が
き
っ
か
け
で
診
断
さ
れ
る
か
と
い
う

と
、
そ
の
症
状
の
多
く
は
、
長
期
間
（
４

週
間
以
上
な
ど
）
続
く
咳
や
喀
痰
（
か
く

た
ん
）（
時
に
は
血
痰
も
認
め
た
り
し
ま

す
）、
ま
た
発
熱
、
呼
吸
困
難
、
胸
痛
な

ど
の
呼
吸
器
の
症
状
を
主
に
来
院
さ
れ
、

胸
部
Ｃ
Ｔ
（Com

puted Tom
ography

）

検
査
や
気
管
支
鏡
検
査
を
行
い
判
明
す
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
当
院
を
含
め
、

肺
が
ん
検
診
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
喀

痰
検
査
を
お
こ
な
う
施
設
が
多
い
で
す
が
、

早
期
肺
が
ん
を
検
出
す
る
の
は
困
難
な
場
合

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
近
年
で
は
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
査
や
血
液
検
査
（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
測

定
な
ど
）
で
、
早
期
肺
が
ん
の
検
出
率
を
高

め
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現

実
は
人
間
ド
ッ
ク
の
よ
う
に
個
人
の
自
主
負

担
で
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
Ｃ
Ｔ
検

査
を
行
う
こ
と
で
の
被
爆
量
や
、
何
よ
り
検

診
に
お
け
る
国
の
資
金
面
を
考
え
る
と
、
全

国
民
に
胸
部
Ｃ
Ｔ
や
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
測
定
を

行
う
の
は
困
難
な
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
肺
が
ん
に

対
す
る
予
防
法
と
し
て
、
生
活
習
慣
を
整
え

る
こ
と
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

特
に
禁
煙
で
、
一
部
の
肺
が
ん
で
は
喫
煙
と

の
関
係
が
と
て
も
深
い
も
の
が
あ
り
、
男
性

で
は
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
と
を
比
較
し
た
と

き
、
喫
煙
者
は
数
倍
の
肺
が
ん
発
症
の
リ
ス

ク
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。そ
の
上
、喫
煙
は
吸
っ

た
本
人
だ
け
で
な
く
、
副
流
煙
の
影
響
な
ど

周
囲
の
人
の
肺
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。
ま
た
、
肺
が
ん
発
症
後
も
喫
煙
に
よ

る
治
療
効
果
の
低
下
・
副
作
用
の
増
加
な
ど
、

喫
煙
は
生
存
率
を
低
下
さ
せ
る
要
因
で
す
。

よ
っ
て
禁
煙
は
重
要
な
予
防
策
・
治
療
策
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
肺
が
ん
は
医
療
が
発
達
し
た

現
在
で
も
難
治
性
の
疾
患
で
す
の
で
、
定
期

検
診
に
加
え
、
何
よ
り
上
記
症
状
を
生
じ
た

場
合
は
、
早
期
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

急いでいたので「今日は薬だけください」とお願いしたところ
診察を受けないと出せないといわれました。
科によってはもらえる場合もあるのですが。

　まず医師法第 20 条に「医師は、自ら診察しないで治療をし、若しくは診断書若しくは処方せんを交付し

てはならない。」（抜粋）という法律があることをご理解ください。医師が診察をせずに処方せんを発行し、

裁判で有罪判決を受けた実例もあります。お薬の処方せんは医師が診察を行い、適切と思われるお薬を選

んで書くべきものですから、診察を受けることが大前提となります。

　一方で「診療報酬制度」の規定の中には「投薬は本来直接本人を診察した上で適切な薬剤を投与すべき

であるが、やむを得ない事情で看護に当たっている者から症状を聞いて薬剤を投与した場合においても、

再診料は算定できるが、外来管理加算は算定できない。」という項目もあります。両者は矛盾しているとも

思えますが、再診料を払って診察なしでお薬を処方してもらった場合、患者さんの利便性を図るため処方

した医師は法律違反を犯していることになります。あくまでも緊急時の対応とお考えください。

水害慰霊式典～「天草大水害をしのび…」～
　天草上島地域において昭和 47 年７月６日は大水害に遭った日

として、今でも住民の記憶に深く刻まれています。当時の上天草

総合病院（現龍ヶ岳統括支所）も土石流にみまわれ、壊滅的な被

害をうけました。避難直後に土石流が発生したことから、患者さ

まや勤務中の職員に犠牲者がなかったことは、危機管理がいかに

大事であるかを思い知らされました。

　慰霊式典では医師や看護師、看護学生など約 220 人が集まり犠

牲者に黙とうし、当時の苦労をしのびおむすびとメザシだけの食

事をしました。

　　また、東日本大震災で被災地に派遣された医師による報告も

ありました。被害をうけた病院での診療や近隣の様子を、スライ

ドや被災地の医療スタッフのビデオレターもふまえた報告があり、

職員・看護学生は聞き入っていました。

MRI 改修工事について
　当院では下記期間において MRI の入替に伴う改修工事を行いま

す。

　最新の MRI では解像度がより鮮明になり、脳ドックの検査では

通常 35 分〜 40 分程かかっていましたが、今後は 10 分〜 15 分

程で撮影できます。改修工事が完了するまで、患者さまには大変

ご迷惑をおかけしますが、しばらお待ちください。

■ 8 月 29 日（月）新 MRI 稼動（予定）

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来
坂本

樋口

山城

和田

吉村裕

大村

坂本

吉村裕

山城

山城

樋口

和田

山城

坂本

新患 赤池 大村 和田 大村 赤池

循環器科
脇田

吉村拓 吉村拓

外　　科

消化器科
福田 城野 福田 城野

福田

城野

整形外科 藤松 上原 藤松 重留 藤松

小児科 神薗

産婦人科
姫野

値賀

値賀

（姫野）

姫野

値賀

姫野

（値賀）

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 竹下 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科

胃　　腸

センター

吉村裕

和田

城野

坂本

福田

赤池

城野 福田
和田

（外科）

歯科・口腔外科 福田

教良木診療所 月 火 水 木 金

午前 大村 樋口 樋口 応援医師 吉村裕

●受付は、８時 30分〜 11 時 30 分までです。

●内科、歯科口腔外科は火・木曜日の 17 時〜

18 時までの夕方診療があります。

●インスリン外来は、山城医師の通常の外来診

療日に行います。

●整形外科外来は８月 26日（金）は休診です。

●皮膚科外来は９月８日（木）は休診です。

●眼科外来は代診９月 20 日（火）に熊大医師

による代診を行います。

●眼科外来は９月 21 日（水）〜 22 日（木）

は休診です。

●泌尿器科の村上医師はしばらく休診します。

●診療案内は都合により変更となることがあり

ますので、ご了承ください。

☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　℻　0969（62）1546
　ホームページ
　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp

■開  催   日　9 月 10 日（土）

■時　　間　13 時 30 分〜

■会　　場　松島総合センター「アロマ」　大ホール

■講　　師　上天草総合病院　理学療法士　楠本　譲治

■参  加   者　市民（無料ですのでどなたでもお気軽にどうぞ）

■問合せ先　上天草総合病院　　☎ 0969(62)1122

※今回は、午後からの開催となります。皆さんのお越しをお待ち

しております。

第 3 回市民健康講座のお知らせ

「転倒予防について」
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問 い 合 せ 先

●社会教育課
●中央公民館
　☎0969（56）1111
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報情

図書館だより
ＢｏｏＫｓ

■図書館おはなし会（30 分～１時間）
【大矢野】８月　27 日（土）14 時から（森記念図書館）

　　　　９月　10 日（土）10 時から（西の浦公民館）

【中　央】９月　10 日（土）14 時から（アロマ視聴覚室）

【姫　戸】９月　10 日（土）10 時から（姫　戸図書館）

【龍ヶ岳】８月　20 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）

【対　象】幼児〜小学校低学年

　みんながウキウキするような、楽しいおはなしをた

くさん用意して待ってます！おはなし会の最後には、

みんなで楽しく工作の時間。お友だちを誘って来てね！

■あかちゃんおはなし会（約 20 分）
【中　央】９月７日（水）10 時 30 分から

【対　象】０歳〜未就園児とその保護者

※絵本の読み聞かせや歌遊び、ふれあい遊びなど盛り

だくさんの内容です。

※日程変更の場合があるので、各館まで確認をお願い

します。

　森記念図書館で、蔵書入れ替えのため、古本を無料で

配布します。

　ジャンルは各種取りそろえてあり、配布冊数に制限は

もうけていません。ご自由にお持ち帰りできます。

　もしかしたら『大切な一冊』に出会えるかも知れません。

ぜひ、足を運んでみてください。

　詳しくは、森記念図書館までお問い合わせください。

○開催日　８月 19 日（金）〜 21 日（日）

　　　　　10 時〜 17 時 

○場　所　森記念図書館

図書の寄贈について

　硯川眞司さん他２人の方にご寄贈いただきました。あ

りがとうございました。

古本放出市のお知らせ 【森記念】

読書パズル開催中！

出会いのチャンスを
あ な た に
《上天草市結婚相談事業》

　上天草市では、農林水産業、商工業をはじめとす

るさまざまな業種に従事する方々に出会いの機会を

提供するため、上天草市結婚相談事業を推進してい

ます。

　 「仕事が忙しく、出会いの場がない」とか「結婚し

たいが相手が見つからない」という方、お近くの相

談員まで、お気軽にご連絡ください。また、併せて

姫戸地区の相談員を募集していますので、事業内容

に興味のある方はお問い合わせください。

　結婚相談事業に関するお問い合わせは上天草市中

央公民館まで。

　第 33 回「少年の主張」熊本県大会が下記のとお

り開催されます。

　これは、中学生が日常生活の中で感じ、考えて

いることを広く社会に訴えることで、社会の一員

としての自覚と行動を促すことを目的に、県が実

施するものです。

　大会は県内各ブロックから選ばれた代表生徒が、

未来への希望や提案などを熱弁します。

　本市の代表者も出場が決定していますので、皆

さまご来場いただき、応援をよろしくお願いしま

す。

■日　　時　９月 17 日（土）13 時〜 16 時

■場　　所　松島総合センター

　　　　　　「アロマ」ホール

■入  場  料　無料

■問合せ先　

　☎社会教育課青少年係

「少年の主張」熊本県大会が
上天草市で開催

　中央公民館では、今年度から名前も新た

に主催講座「いきいき成人大学」を展開中

です。

　７月７日の松島キャンパスを皮切りに全

５回の連続講座がスタートしました。今後、

毎奇数月、大矢野、松島、姫戸、龍ヶ岳の

いきいき成人大学がスタート

■上天草市結婚相談員（敬称略）
担当地区 氏　　名

大矢野地区

益田　一利

坂口けい子

津留　和子

木村　一義

松島地区 福田　澄雄

姫戸地区 募　集　中

龍ヶ岳地区 田脇　誠一

４キャンパスを会場に「ためになるだけで

なく、面白さを追求した講座」を展開して

いきます。

　各キャンパスとも多少ですが、定員に空

きがありますので、今からでも参加したい

方は、中央公民館までご連絡ください。

【全館共通】

●休館日　8 月 22 日、29 日、31 日、

　　　　　9 月   5 日、12 日、20 日、26 日、30 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で

お休みです。

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな

ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】

◦開館時間　10時〜18時（土・日・祝日：10〜17時）

森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　10時〜18時（土・日・祝日：10〜17時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
◦開館時間　10時〜17時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時〜17時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

８月のテーマ　「自由研究」
９月のテーマ　「ベストセラー」

　もうパズルは完成しましたか？姫戸図書館では現在、

「読書パズル」を行っています。まだまだ時間はあります。

２回目のチャレンジもＯＫです。みんなの参加お待ちし

ています。詳しくは姫戸図書館までお尋ねください。

○対象　小学生、幼児

○期間　８月 30 日（火）まで

※姫戸図書館のみの実施になるのでご注意ください

　先日、図書館の一角でガムが貼

り付けられているのを発見しまし

た。図書館では飲食禁止で、ゴミ

も出さないようにお願いしていま

す。

　図書館はみんなの場所です。人

の迷惑にならないようルールを

守って利用しましょう！

図書館内でのマナー、守れていますか？

【姫戸】

▲講師のユニークな話に思わず笑顔



27 262011. 8月号広報上天草

　

先
日
、
広
島
県
呉
市
に
出
張
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
導
入

に
つ
い
て
で
す
。

　

医
療
に
使
用
さ
れ
る
医
薬
品

は
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品

に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、「
有
効
性
」

「
安
全
性
」
を
確
認
後
、
承
認
を

受
け
て
最
初
に
販
売
さ
れ
る
の
が

先
発
医
薬
品
で
す
。

　

後
発
医
薬
品
は
先
発
医
薬
品
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
、
承
認
を
受

け
て
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
の
こ
と

で
、先
発
医
薬
品
と
「
有
効
成
分
」、

「
効
能
・
効
果
」、「
用
法
・
用
量
」

が
原
則
的
に
同
一
で
、
同
等
の
臨

床
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
後
発

医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
導
入
の

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
同
様
の
効

果
の
あ
る
先
発
医
薬
品
と
比
較
し

た
場
合
に
、
非
常
に
安
価
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
価
格
は

十
分
の
一
程
度
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
安
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
個
人
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
市
の

医
療
費
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
導
入
に

は
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
と
併

せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
周
知

と
医
療
機
関
に
対
し
て
の
意
思
表

示
方
法
等
の
体
制
を
整
備
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
呉
市
は
果

敢
に
改
革
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
市
の
医
療
費
は
、
年
々
増
加

し
て
お
り
、
い
ま
で
は
一
人
当
た

り
年
間
33
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
市
民
の
皆
さ
ま

の
税
（
国
保
税
）
で
事
業
を
運
営

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
税
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
運
営
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
医
療
費
を

軽
減
す
る
手
段
と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
導
入
が
選
択
肢
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
呉
市
は
、
独
自
に
診
療

報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
電

子
化
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
電
子

デ
ー
タ
を
分
析
し
な
が
ら
、
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
を
防
止
す
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
事
業
に
繋

げ
て
い
き
、
医
療
費
負
担
の
軽
減

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
も
呉
市
の
よ
う
な
改
革

を
導
入
す
べ
き
段
階
に
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
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名　称 開催日 開催時刻 開催場所 問合せ先
（各地域審議会事務局）

大矢野地区
地域審議会

８月 25 日
（木） 14 時 大矢野庁舎

書庫棟２階
大矢野窓口センター
☎ 0964（56）1111

松島地区
地域審議会

８月 26 日
（金） 15 時 松島総合センター

「アロマ」研修室
市民窓口課

☎ 0969（56）1111

龍ヶ岳地区
地域審議会

８月 29 日
（月） 10 時 龍ヶ岳統括支所

１階大会議室
龍ヶ岳統括支所

☎ 0969（62）1111

姫戸地区
地域審議会

８月 29 日
（月） 13 時 30 分 姫戸統括支所

２階大会議室
姫戸統括支所

☎ 0969（58）2111

第 15 回地域審議会開催のお知らせ
　この審議会は、合併により自治体の区域が広がったことで、「住民の意見が市の施策に反映されにくくなる」、

「住民と行政の距離が遠くなる」などの心配に対して、地域の実情に応じた施策の展開に対する意見表明の場と

して、各町単位に設けられたものです。

　第 15 回地域審議会開催日程および傍聴手続きは、次のとおりです。

★詳しくは、各地域審議会

事務局までお問い合わせ

ください

　傍聴者の定員
　20 人（先着順で定員に

なり次第終了）

▼

　傍聴手続
　開催日当日に、傍聴を希

望する会場で手続きを

行ってください

▼

漁業者の皆さん　申請をお忘れなく！ 
　毎年９月１日から９月５日までは天草不知火海区漁業調整委員会委員選挙人名簿作成の為の申請期間です。

名簿に記載漏れになりますと、たとえ選挙権があっても投票することが出来ませんので、該当される方は

次のとおり申請してください。

◇下記の①から③までのいずれかに該当する者で平成 23 年 12 月５日までに年齢が満 20 歳以

上のもの　（平成３年 12 月６日までに生まれた者）

①海区漁業調整委員会が設置される海区に沿う市町村内に住所または事業場を有する者であっ

て、1 年に 90 日以上漁船を使用する漁業を営みまたは漁業者のために漁船を使用して行う水

産動植物の採捕もしくは養殖に従事するもの（法人を含む。）

②知事の権限により上記①の要件の範囲を拡張せられた者

③海区漁業調整委員会の委員または漁業協同組合もしくは漁業共同組合連合会の役員であってそ

の委員またはその役員に就任後上記①②に該当しなくなったため選挙権を失ったもの（この場

合に該当するものは委員または役員でその任期中および退任後最初に行われる選挙に限る。）

※①の漁業日数には出漁日数のほか、漁具の手入れその他出漁準備のために要した日数、準備

は行ったが天候が悪く出漁できず待機した日数を含み、また、資材の購入漁獲物の販売等の

営業行為も含みます。

選挙権を有する者の範囲

■申請の現在日　平成 23 年９月１日現在の状況を記入してください。

■申請の期間　９月１日から 9 月５日まで

■申請書設置場所・提出先　

　・市役所大矢野庁舎（総務課）

　・市役所松島庁舎（市民窓口課）

　・各支所、各出張所　・漁協の各支所

■問合せ先　上天草市選挙管理委員会　☎ 0964（56）1111（内線 1234）

化の推進をしています。○の部分に入る数字は何

でしょう？

問題③五橋祭は今年、第何回目の開催になるでしょうか？

問題④上天草観光循環バス「○○○○ストローリー」運

行中。○○○○の中に入る言葉をお答えください。

（ヒント：広報上天草 7月号 27ページ）

問題⑤保健課健康推進室より○○症に備えましょう！

と呼びかけているのは、どのような症状でしょう

か？（ヒント：広報上天草 7月号 15ページ）

●５月号の答え・当選者（敬称略）

①ブドウ②狂犬病③プラスチック④ 7 月 24 日⑤ 15 日

○船津龍雄（大矢野町維和）

○高橋鈴子（大矢野町湯島）

○坂口ゆい（大矢野町上）

○陳内美智子（姫戸町二間戸）

○橋本由依（松島町内野河内）

●問合せ先　総務課市長公室

●応募の方法

　クイズの答えを記入して広報係まで送ってくださ

い。４問以上正解した人の中から抽選で５人に 500 円

分の図書カードを差し上げます。皆さんのご応募をお

待ちしております。

　なお、応募はハガキや封書に住所、氏名、年齢を書

き添えて下記まで送付、または持参してください。も

ちろん広報の各コーナーへのご意見やお便りもお待ち

しております。

※今回の締切りは、９月 15 日（木）消印有効

●申込場所

◇〒 869‒3692　大矢野町上 1514

　市役所　総務課（大矢野庁舎）市長公室

●問題

問題①知って得する情報があなたの地域で聞ける○○

講座。○○の部分をお答えください。

問題②上天草市は地域産業の活性化を目指し○次産業

広報クイズ
図書カードをゲット

しよう
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新
松
島
庁
舎

建
設
基
本
構
想
（
案
）
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

新
松
島
庁
舎

建
設
基
本
構
想
（
案
）
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

現
松
島
庁
舎
お
よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）
に
建
設
さ
れ
、

築
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
、
狭
あ
い
化

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務
効
率
の
低

下
、
ま
た
耐
震
性
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
松
島
庁
舎
建

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
は
こ
の
た
び
、
新
庁
舎
建
設
に
あ
た

っ
て
の
基
本
的
な
指
標
（
新
庁
舎
の
基
本

理
念
、
導
入
す
る
機
能
、
規
模
、
建
設
位
置
、

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
等
を
と
り
ま
と
め

た
「
松
島
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）」
を

①
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

支
え
る
拠
点
と
な
る
庁
舎

②
市
民
に
開
か
れ
た
、
誰
も
が
使
い

や
す
い
庁
舎

③
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る

庁
舎

④
周
辺
の
景
観
と
調
和
の
と
れ
た
愛

着
の
持
て
る
庁
舎

⑤
環
境
に
優
し
い
庁
舎

■
実
施
期
間　

　

８
月
上
旬
か
ら
１
カ
月
間

■
本
構
想
（
案
）
の
閲
覧
場
所

①
上
天
草
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
企
画
政
策
課（
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
２
階
）

③
市
民
窓
口
課
（
市
役
所
松
島
庁
舎
）、

　

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統
括
支
所

※
閉
庁
日
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
の
閲

覧
と
な
り
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

実
施
期
間
中
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
意
見
書
も
し
く
は
各
閲
覧
場
所

備
え
付
け
の
意
見
書
を
用
い
て
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　
（kikaku@

city.kam
iam

akusa.lg.jp

）

②
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合　

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
４
９
７
２

③
郵
送
の
場
合　

〒
８
６
９
‐
３
６
９
２

　

上
天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
企
画
政
策
課

■
意
見
の
取
扱
い　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の

要
旨
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
終
了
後
、
市
の
考
え
方
を
示
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

そ
の
際
は
、
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
の

住
所
、
氏
名
等
の
個
人
情
報
を
除
く
意

見
の
内
容
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

致
し
か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

策
定
し
ま
し
た
。

　

本
構
想
は
、
今
後
実
施
す
る
基
本
・
実

施
設
計
に
お
い
て
、
具
体
的
な
事
項
を
決

定
す
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
構
想
策
定
に
あ
た
っ
て
の

過
程
の
公
正
性
お
よ
び
透
明
性
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
庁
舎
建
設
に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
市
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
新
庁
舎
建
設
へ
の
市
民
参
加
を
目
的

と
し
て
、
本
構
想
（
案
）
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
目
指
す
べ
き
姿

「
基
本
理
念
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
提
出
）
に
つ
い
て

建 設 時 期 平成 24 年度～平成 25 年度

建 設 予 定 地 松島町合津 7915 － 5 他
（ゆめマート松島店近隣）

計画敷地面積 10,808㎡

延 床 面 積
（ 建 築 面 積 ）

3,914㎡
（1,957㎡・２階建を想定）

組 織 配 置

○市民窓口課
○健康福祉部（保健課、福祉課、

高齢者ふれあい課）
○保健センター
　（健康づくり推進室）
○建設部（建設課・都市整備課）
○教育部（学務課・社会教育課）
○中央公民館

駐 車 場

7,050㎡
来庁者駐車場　80 台
職員駐車場　 153 台
公用車駐車場　49 台

◇新松島庁舎の計画概要◇

※本構想（案）の詳細につきましては、各閲覧
場所に設置の全体版をご覧ください。

▲老朽化が進む松島庁舎

番号 所属（勤務先） 事業名（職務内容　※資格等） 募集人員 賃金日額

１ 総務課（大矢野庁舎）
広報・広聴活動強化事業

（事務補助　※パ）
１人 5,800 円

２ 企画政策課（大矢野庁舎）
移住相談アドバイザー事業

（移住相談の対応、移住者の実態調査等　※パ）
１人 5,800 円

３ 農林水産課（大矢野庁舎）
特産品・加工品等情報発信支援事業

（情報発信支援管理事務　※パ）
１人 5,800 円

４ 都市整備課（松島庁舎）
公園等維持管理事業

（草刈り、樹木伐採・施肥、側溝清掃等）
２人 6,300 円

５ 保健課（松島庁舎）
後期高齢者医療保険料緊急対策事業

（事務補助　※パ）
１人 5,800 円

６
高齢者ふれあい課

（松島庁舎）
高齢者把握等事業

（高齢者訪問調査業務）
２人 5,800 円

７
農林水産課

（教良木出張所）
教良木ダム流域農業用水利施設適正管理事業

（教良木ダム管理業務）
１人 6,300 円

８ 学務課（各小・中学校）
学校特別支援教育補助員事業

（特別な支援を必要とする児童生徒の補助員）
２人 6,300 円

９ 学務課（各小中学校他）
学校及び社会教育施設維持補修事業

（学校施設等の維持補修）
２人 6,300 円

10 社会教育課（松島庁舎）
国際文化体験活動運営支援事業

（事務補助　※パ）
１人 5,800 円

　上天草市では、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者対策として、下記のとおり

期間限定の臨時職員を募集します。

■雇用職種および期間　下表のとおり。※現時点での予定であり、変更する場合があります。

■申込資格　次のいずれかに該当する人は受験できません。

　　　　　　①成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

　　　　　　②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人

■応募条件　原則として、倒産、解雇、雇い止め等により失業した人

　　　　　　※過去に本事業による臨時職員としての通算任用期間が 6 月を超えている方は受験できません。　　

　　　　　　　なお、この場合の通算任用期間とは、他の自治体、委託事業等による任用期間も含みます。

■募集期間　８月 16 日（火）〜 26 日（金）　平日 8 時 30 分〜 17 時 15 分

■申込方法　 「上天草市臨時職員申込書及び履歴書」に希望職種等記入のうえ、総務課（大矢野庁舎）、市民窓口課

（松島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳統括支所（総務係）へ提出してください（申込書は上記提出先および出張所

に備え付けてあります）。

■試験日　　９月上旬予定（日時・会場等については、後日本人に通知します）　　　　　

■試験方法　面接試験

■問合せ先　総務課人事給与係　☎ 0964（56）1111

　　　　　　※ただし、詳しい業務内容等については勤務先の部署にて説明します。

□職種　臨時職員

□資格等　全職種普通自動車免許が必要です。

　（パ）…ワード、エクセルが使用できる方

□雇用期間
　平成 23 年 10 月 1 日〜平成 24 年３月 31 日

平成 23 年度緊急雇用創出基金事業（後期分）等に係る

臨時職員を募集します

□勤務時間　

　土日、祝日を除く月曜日から金曜日　

　8 時 30 分〜 17 時 15 分

■雇用職種等一覧表



お

知

ら

せ

I
n

f
o

r
m

a
t
i
o

n

問合せ先

税
の
ひ
ろ
ば

☎
総
務
課

行
政
相
談

▼
市
県
民
税　
　
　
　
　

第
２
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
３
期

▼
納
期
限　
　
　

８
月
31
日（
水
）

▼
口
座
振
替
日　

８
月
25
日（
木
）

☎
税
務
課

８
月
の
納
税

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

９
月
16
日
（
金
）　

　

10
時
～
15
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

☎
税
務
課
固
定
資
産
係

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
の
固
定
資
産

評
価
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に

よ
り
、「
冷
凍
倉
庫
用
の
も
の
」

が
「
冷
蔵
倉
庫
用
の
も
の
（
保
管

温
度
が
摂
氏
10
度
以
下
に
保
た
れ

る
倉
庫
）」
に
改
め
ら
れ
、
平
成

24
年
度
の
固
定
資
産
税
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

以
下
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

冷
蔵
倉
庫
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、「
冷
蔵
倉
庫
用
の
も
の
」
に

該
当
す
る
か
の
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
合
せ

先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
（
①
②

③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
倉
庫
）

①
木
造
以
外
の
倉
庫
用
家
屋
（
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造

な
ど
）

②
倉
庫
の
保
管
温
度
が
摂
氏
10
度

以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

③
倉
庫
自
体
が
冷
蔵
機
能
を
備
え
て

あ
る
も
の
（
冷
蔵
倉
庫
部
分
が
床

面
積
の
50
％
以
上
あ
る
こ
と
）

※
常
温
の
倉
庫
内
に
持
ち
込
ん
で

設
置
し
て
あ
る
、
プ
レ
ハ
ブ
式

冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
等
に

つ
い
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
こ
の
改
正
に
伴
い
、「
冷
蔵
倉

庫
用
の
も
の
（
保
管
温
度
が
摂

氏
10
度
以
下
に
保
た
れ
る
倉

庫
）」
に
該
当
す
る
倉
庫
に
つ

い
て
は
、「
一
般
用
の
も
の
」

に
比
べ
て
評
価
額
算
出
に
お
け

る
減
価
年
数
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。（
た
だ
し
、
建
築
経
過
年

数
に
よ
っ
て
は
減
価
に
変
更
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

認
知
症
ほ
っ
と
コ
ー
ル

　

県
で
は
、
認
知
症
対
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
中
の

取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
相
談
窓

口
で
あ
る
「
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
あ
る
ご
本
人
や
そ
の

家
族
へ
の
支
援
の
た
め
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
熊
本
県
支
部
」

の
介
護
経
験
者
、
専
門
職
が
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
未
満
で
発
症
す
る

「
若
年
性
認
知
症
」
で
お
悩
み
の

方
か
ら
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
悩
み
や
疑

問
が
あ
れ
ば
、
一
度
電
話
・
メ
ー

ル
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
認
知
症
ほ
っ
と
コ
ー
ル

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
１
７
５
５

▼
相
談
受
付
日　

水
曜
日
以
外
の

　

毎
日
（
週
６
日
、
土
日
・
祝
日

　

も
開
設
）

▼
相
談
受
付
時
間　

９
時
～
18
時

職
業
相
談
員
に
よ
る
求
職

相
談
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

上
天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創
出

協
議
会
（
川
端
祐
樹
会
長
）
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
（
～
平

成
24
年
度
）
の
一
環
と
し
て
、
上

天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
で
「
求

職
相
談
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

求
人
情
報
の
お
知
ら
せ
の
ほ

か
、求
職
に
関
す
る
ご
相
談
等（
履

歴
書
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け

方
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
公

的
事
業
の
紹
介
な
ど
）
も
お
受
け

し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
求
人
情
報
を
定
期

的
に
メ
ー
ル
等
で
お
届
け
す
る
登

録
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
ま
し
た
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
主
の
皆
さ
ま
か
ら

の
求
人
情
報
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
期
間
が
短
い
、
１
人
し
か
募

集
し
な
い
な
ど
規
模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
、
積
極
的
な
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
相
談
期
日　

毎
週 

月
・
水
・

金
曜
日（
市
役
所
閉
庁
日
以
外
）

13
時
～
17
時

※
午
前
中
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
場
所　

市
役
所
大
矢
野
庁

舎
１
階
（
商
工
観
光
課
内
）
求

職
相
談
ブ
ー
ス

※
基
本
的
に
お
電
話
に
よ
る
求
職

相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

上
天
草
地
域
産

業
・
雇
用
創
出
協
議
会
（
市
企

業
誘
致
課
内
）

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
２
５
５

▼
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

nintisho@
oasis.ocn.ne.jp

▼
問
合
せ
先　

認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
１
７
５
５

☎
市
民
窓
口
課

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴
力
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問
題
、
近

隣
問
題
、
障
が
い
者
差
別
な
ど
あ

ら
ゆ
る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

８
月
22
日
（
月
）
10

時
～
15
時

▽
松
島　

松
島
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
開
設
日　

９
月
16
日
（
金
）
10

時
～
15
時

▽
大
矢
野　

農
村
婦
人
の
家

☎
税
務
課

税
務
課
か
ら

お
知
ら
せ
と
お
願
い

◇
納
期
限
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

納
税
は
、
納
税
者
ご
自
身
が
、

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
税

を
す
る
「
納
期
限
内
納
税
」
が
最

も
望
ま
し
い
あ
り
方
で
す
。
納
期

限
内
納
税
に
よ
り
税
金
へ
の
意
識

だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
市
民
と
し

て
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
税
等
の
滞
納
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
全
体
の
不
利
益
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
督
促
状
・
催
告
書
等

に
よ
る
納
税
の
催
告
や
、
差
押
え

等
の
滞
納
処
分
な
ど
の
滞
納
整
理

を
行
う
費
用
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
福
祉
、
教
育
等
に
使
わ
れ
る
べ

き
市
税
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
す
。
市
税
は
市
民
皆

さ
ま
の
財
産
で
す
。
市
税
を
有
効

に
使
う
た
め
に
も
納
期
限
内
納
税

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
税
等
の
納
期
限
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
納
付
書
に
記
載
し
て
お
り
ま

す
が
、
毎
年
市
広
報
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お
勧
め

し
ま
す
。

※
市
税
等
と
は
、
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
を
指
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
金
融
機
関
で
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
市
税
等
の
現
年
度
課
税
分
の
徴

収
を
強
化
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
納

税
課
を
設
置
し
、
過
年
分
を
滞
納

さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
調
査
・

差
押
え
を
行
う
な
ど
滞
納
額
の
減

少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
年
課
税
分
の
市
税
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
滞
納
者
に
は
強
制
的
な

こ
と
は
行
わ
ず
、
税
務
課
に
お
い

て
早
期
の
納
付
を
お
願
い
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

税
務
課
で
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
付
い
た
だ
け
な
い
方
に
対

し
、
文
書
や
電
話
等
で
納
付
の
催

告
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

納
期
限
内
に
納
付
い
た
だ
い
て
い

る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

今
後
、
法
律
に
基
づ
い
た
財
産
調

査
お
よ
び
差
押
え
等
の
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。

◇
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
税
務
課

と
共
同
で
徴
収
強
化
を
図
り
ま
す

　

税
務
課
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
24
年
度
に
か
け
市
県
民
税
の
徴

収
率
向
上
を
目
指
し
、
熊
本
県
天

草
地
域
振
興
局
税
務
課
と
共
同
で

徴
収
強
化
を
図
り
ま
す
。

※
納
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
税

務
課
・
納
税
課
（
大
矢
野
庁
舎
）

へ
ご
来
庁
い
た
だ
く
か
、
電
話

で
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
職
業
相
談
員　

糀
本
（
コ
ウ
ジ

モ
ト
）

○
事
業
推
進
員　

三
本
松
（
サ
ン

ボ
ン
マ
ツ
）

第
４
回
女
性
の
犯
罪
被
害

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
週
間

　
「
女
性
の
犯
罪
被
害
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
で
は
、
性
犯
罪
被
害
、
暴

行
傷
害
被
害
、
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
女

性
が
受
け
た
犯
罪
被
害
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
女
性
の
方
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
女
性
の

ス
タ
ッ
フ
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

▼
相
談
期
間　

８
月
22
日
（
月
）

～
28
日
（
日
） 

▼
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
Ｏ
Ｋ
）

　

☎
０
５
７
０
（
０
８
３
）
１
５
９

▼
心
理
相
談（
女
性
臨
床
心
理
士
）

○
日
時　

８
月
26
日
（
金
）、
27

日
（
土
）
13
時
～
16
時

▼
法
律
相
談
（
女
性
弁
護
士
）

○
日
時　

８
月
28
日
（
日
）　

　

13
時
～
16
時

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ま
た
、
右
記
期
間

以
外
は
、
相
談
専
用
電
話 

☎

０
９
６
（
３
８
６
）
０
１
３
３

へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

公
益
社
団
法
人
く

ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
８
６
）
０
３
３
７

無
料
！
筆
界
（
境
界
）

特
定
相
談
所

▼
日
時　

９
月
４
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

▼
場
所　

天
草
市
中
央
公
民
館
ほ

か
県
内
８
カ
所

▼
相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、

土
地
家
屋
調
査
士

▼
相
談
内
容　

土
地
の
筆
界
（
境

界
）
に
関
す
る
問
題

▼
そ
の
他　

相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
原
則

と
し
て
事
前
予
約
制
と
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
最
寄
の
法
務

局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局

天
草
支
局

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
４
６
７

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

９
月
１
日
（
木
）

▽
松
島　

13
時
～
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
開
設
日　

９
月
８
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

13
時
～
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
福
祉
課

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て

▼
受
給
対
象　

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
お
持
ち
の
人

○
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
を

お
持
ち
の
人

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
人

▼
支
給
額　

個
人
が
支
払
っ
た
医

療
費
か
ら
高
額
医
療
（
付
加
給

付
）
と
自
己
負
担
金
を
除
い
た

も
の
が
助
成
金
（
支
給
額
）
と

31 302011. 8月号広報上天草

お知らせ

大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・企業誘致課・環境
衛生課・会計課・議会事
務局・農業委員会事務局・
監査委員事務局
松島庁舎
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・保健課（保健
センター・健康づくり推
進室）・高齢者ふれあい課・
福祉課・教育委員会（学
務課・社会教育課）
姫戸統括支所・水道局
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111
龍ヶ岳統括支所・情報推進室
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111



　この夏、節電対策として家庭用太陽光発電システムの

普及が進んでいます。そこで今回は、太陽光発電システ

ムの勧誘に対しての相談事例と対策をご紹介します。

【事例】突然家に来た業者に「今なら工事、設置に国

から補助金も出るので、安く太陽光発電システムを取

り付けられる。余った電力は電力会社に売ることがで

き、設置費用と差し引きしても電気代は今より安くな

る」と勧められ、契約してしまった。他の業者の見積

もりよりも 30 万円も高かった。解約したい。

【対策】見積もりは複数取り、比較検討しましょう

○「モニター価格」「キャンペーン価格」等と言われ

たり、他の家電製品をサービスされても、１社だけ

の説明や見積もりだけで契約してしまわず、複数の

事業者から見積もりを取り、契約内容や助成金制度、

アフターサービスなどを比較検討した上で慎重に契

約するようにしましょう。

○発電量は確定されたものではなく、設置位置、周辺

環境の変化やその年の気候によって変動するので注

意が必要です。

【クーリング・オフできます】
○「突然家に来た」等の訪問販売では、契約書が交付

されてから８日はクーリング・オフができます。

○クーリング・オフ期間が過ぎても、勧誘時にうその

説明をされたり、断っているのに帰ってもらえず強

引に契約させられたりした場合は、契約の取消しが

出来る場合があります。

◆補助金制度について調べたいときは
　太陽光発電の補助金制度については、国や自治体等

の補助金が拡充されていますが、補助金の支給額や

条件はさまざまで、上限額や定員が決まっている場

合もあります。契約前には必ず確認しましょう。

○補助金に関する問合せ先　☎市環境衛生課

◆相談窓口　上天草市消費生活センター（大矢野庁舎１階）

◆開設日時　月〜金（祝日等を除く）

　　　　　　９時〜 16 時（12 時〜 13 時を除く）

◆専用電話番号　☎ 0964（56） 0783

こちら
消費生活センターです！

　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、
市
民
参
画
に
よ
る
新
鮮
で

魅
力
あ
る
地
域
情
報
の
提
供
を
推

進
す
る
た
め
に
、
上
天
草
市
広
報

特
派
員
を
募
集
し
ま
す
。
文
章
を

書
く
の
が
苦
手
な
方
や
、
写
真
に

自
信
の
無
い
方
で
も
広
報
担
当
者

が
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
安
心
し
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容

○
地
域
の
情
報
や
話
題
の
提
供
と

取
材
、
そ
の
写
真
と
記
事
の
寄

稿
（
年
１
、２
回
）

○
広
報
特
派
員
会
議
へ
の
出
席

（
年
１
、２
回
）

▼
応
募
資
格　

特
派
員
と
し
て
の

活
動
が
で
き
る
市
内
在
住
の
18

歳
以
上
の
方
。
カ
メ
ラ
な
ど
取

材
に
必
要
な
機
材
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

13
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ

り
決
定

▼
委
嘱
期
間　

委
嘱
の
日
か
ら
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で

▼
謝
礼　

図
書
カ
ー
ド
（
５
，

０
０
０
円
分
）を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
会
議
等
へ
の
出
席
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

８
月
15
日
（
月
）

～
29
日
（
月
）
17
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
29
日
の
消
印
有
効

▼
応
募
方
法　

広
報
特
派
員
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
・
電
子
メ
ー
ル
・
総
務
課
へ

の
持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
総

務
課
、
市
民
窓
口
課
、
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

能
で
す
。

○
市
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://
w

w
w

.k
am

iam
ak

u
sa-c.

kum
am

oto-sgn.jp/

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

soum
u@

city.kam
iam

akusa.lg.jp

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
共
通
試
験

　

平
成
23
年
度
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
試
験
日
時　

11
月
13
日
（
日
）

９
時
30
分
か
ら

▼
試
験
会
場　

熊
本
学
園
大
学

▼
受
験
手
数
料　

６
，
０
０
０
円

▼
試
験
案
内
配
布　

９
月
１
日

☎
監
理
課

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
制
度
に
つ
い
て

　

上
天
草
市
内
で
建
設
業
等
を
営

む
方
で
、
入
札
参
加
審
査
は
受
け

な
く
て
も
小
額
で
内
容
が
容
易
な

工
事
等
の
発
注
・
施
行
を
希
望
す

る
方
を
登
録
す
る
制
度
で
す
。

　

前
回
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

有
効
期
間
が
８
月
末
で
終
了
し

ま
す
の
で
再
度
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▼
制
度
適
用
時
期　

９
月
１
日

～
平
成
25
年
８
月
31
日

▼
受
付
期
間　

８
月
31
日
（
水
）

ま
で

▼
そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書

類
は
、
監
理
課
お
よ
び
市
民
窓

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

天
草
空
港
施
設
見
学
ツ
ア
ー

の
参
加
者
募
集

　

天
草
空
港
で
は
、
ふ
だ
ん
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
対
空
通
信

室
や
滑
走
路
、
そ
の
他
航
空
施
設

等
が
見
学
で
き
る
「
施
設
見
学
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日　

９
月
23
日
（
金
）

▼
出
発
時
間　

（A）
９
時
30
分
～

（B）

　　

10
時
20
分
～

（C）
　

13
時
30
分
～

（D）
　

15
時
20
分
～

※
１
回
の
ツ
ア
ー
の
定
員
は
20
人

で
、
所
要
時
間
は
お
よ
そ
１
時

間
30
分
で
す
。

▼
参
加
資
格　

天
草
地
域
の
住
民

で
あ
る
こ
と

▼
参
加
料　

無
料
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
な
ど
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
）。

▼
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
参

加
者
全
員
（
５
人
ま
で
）
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

希
望
時
間
帯
（
A
～
D
）
の
中

か
ら
１
つ
を
選
び
、
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
ガ
キ
提
出
先　

天
草
市
五
和

町
城
河
原
１
‐
２
０
８
０
‐
５

天
草
空
港
管
理
事
務
所
内
施
設

見
学
ツ
ア
ー
係

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
提
出
期
限　

９
月
２
日

（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

▼
募
集
人
員　

80
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す

▼
問
合
せ
先　

天
草
空
港
「
空
の

日
」･

｢

空
の
旬
間｣

実
行
委

員
会
事
務
局
（
熊
本
県
天
草
空

港
管
理
事
務
所
内
）

　

☎
０
９
６
９
（
57
）
６
１
１
１

☎
総
務
課
市
長
公
室

広
報
特
派
員
を
募
集

11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の

３
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

□
障
害
児
福
祉
手
当

▼
対
象　

20
歳
未
満
の
在
宅
の
重

度
障
が
い
児
で
、
身
体
ま
た
は

知
的
・
精
神
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
介

護
を
必
要
と
す
る
人
。た
だ
し
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、
障

が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額　

月
額
１
万
４
，

３
３
０
円
（
平
成
23
年
度
）

▼
支
給
月　

２
月
、
５
月
、
８
月
、

11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の

３
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

□
そ
の
他　

○
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
診
断
書

等
に
よ
り
障
が
い
程
度
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
を
認
定
し
ま
す
。

ま
た
、
所
得
や
公
的
年
金
受
給

に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
現
在
受
給
中
の
方
は
、
９
月
９
日

（
金
）
ま
で
に
、
所
得
状
況
届
を

福
祉
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

☎
福
祉
課

映
画
「
育
子
か
ら
の
手
紙
」

上
映
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
課
で
は
、
心
の
豊
か
さ
や

人
へ
の
思
い
や
り
を
育
む
た
め
映

▼
支
給
対
象　

20
歳
未
満
で
、
身

体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
中
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
者
を
養

育
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

者
を
養
育
し
て
い
る
人

▼
手
当
額

○
１
級
…
一
人
に
つ
き
月
額

５
万
５
５
０
円（
平
成
23
年
度
）

○
２
級
…
一
人
に
つ
き
月
額

３
万
３
，
６
７
０
円
（
平
成
23

年
度
）

▼
支
給
月　

４
月
、
８
月
、
11
月

に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
（
11
月
は
当

☎
福
祉
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
に

つ
い
て

　

な
り
ま
す
。

○
外
来
…
１
，
０
２
０
円
（
自
己

負
担
金
）

○
入
院
…
２
，
０
４
０
円
（
自
己

負
担
金
）

○
計
算
は
、「
一
医
療
機
関
で
月

ご
と
に
行
い
ま
す
」

▼
申
請
の
方
法　

上
天
草
市
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受

診
医
療
機
関
で
１
カ
月
を
ま
と

め
て
証
明
を
受
け
申
請
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
受
診
医
療
機
関

の
証
明
の
代
わ
り
に
診
療
月
分

の
領
収
書
添
付
で
も
可
能

▼
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り
（
毎

年
７
月
に
調
査
し
ま
す
。）

画
上
映
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、「
生
き
る
」
こ

と
へ
の
希
望
、
明
日
へ
の
夢
を
ど

ん
な
時
も
投
げ
だ
さ
な
か
っ
た
少

女
の
物
語
で
す
。
ご
家
族
で
一
緒

に
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
（
文

部
科
学
省
特
別
選
定
作
品
）

▼
日
時　

９
月
11
日
（
日
）
14
時

～
16
時
（
受
付　

13
時
30
分
）

▼
場
所　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
入
場
料　

無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が

先
着
５
０
０
人
で
す
。

口
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
に
て
配
布
し
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

☎
福
祉
課

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

在
宅
重
度
障
が
い
者
（
児
）
で
、

常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
状
態

の
人
に
対
し
て
次
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

□
特
別
障
害
者
手
当

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
在
宅
の
障

が
い
者
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
著
し
く
重
度
の
障
が
い

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
。

た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、
病
院

に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額　

月
額
２
万
６
，

３
４
０
円
（
平
成
23
年
度
）

▼
支
給
月　

２
月
、
５
月
、
８
月
、

月
）
ま
で
の
４
カ
月
分
を
支
給

し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

支
給
に
あ
た
っ
て

は
、
診
断
書
等
に
よ
り
障
が
い

程
度
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を

認
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
受
給
中
の
方
は
、

９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
所
得

状
況
届
を
福
祉
課
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
申
請
受
付
は
、
上
天
草
市
役
所

福
祉
課
、
認
定
・
支
払
業
務
は

熊
本
県
が
行
い
ま
す
。

海
ほ
た
る
の
観
察
会
お
よ

び
干
潟
の
観
察
会

□
海
ほ
た
る
の
観
察
会

▼
日
時　

８
月
22
日
（
月
）

　

19
時
～
21
時

▼
場
所　

樋
合
海
水
浴
場

▼
募
集
人
員　

１
０
０
人

▼
参 

加 

料
（
一
人
）　

５
０
０
円

□
干
潟
の
観
察
会

▼
日
時　

８
月
27
日
（
土
）

　

10
時
～
14
時
30
分

▼
場
所　

天
草
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
員　

50
人

▼
参 

加 

料
（
一
人
）　

○
大
人　

１
，
０
０
０
円

○
小
学
生
以
下　

５
０
０
円

□
受
付
方
法　

電
話
予
約
（
海
ほ

た
る
の
観
察
会
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
申
し
込
む
こ
と
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。）

※
持
参
物
等
、
詳
し
く
は
問
合
せ

先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

天
草
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
３
６
６
５
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現
在
、
九
州
電
力
で
は
、
全
６

基
の
原
子
力
発
電
所
の
う
ち
、
３

基
が
定
期
検
査
で
停
止
し
て
い
ま

す
。
夏
季
に
は
多
く
の
電
力
を
必

要
と
す
る
た
め
、
電
力
供
給
不
足

に
備
え
た
節
電
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
も
日
常
生
活
や
経
済
活
動

等
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
省
電

力
へ
の
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

▼
ご
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
も
で
き

る
節
電
対
策

○
エ
ア
コ
ン
…
「
室
温
28
℃
」
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
冷
蔵
庫
…
冷
蔵
庫
の
設
定
を

「
強
」
か
ら
「
中
」
に
変
え
、

扉
を
あ
け
る
時
間
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
、
食
品
を
詰
め
込
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
照
明
…
日
中
は
照
明
を
消
し

て
、
夜
間
も
照
明
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
…
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設

定
す
る
と
と
も
に
画
面
の
輝
度

を
下
げ
、
必
要
な
時
以
外
は
消

し
ま
し
ょ
う
。

○
待
機
電
力
…
リ
モ
コ
ン
の
電
源

で
は
な
く
、
本
体
の
主
電
源
を

切
り
ま
し
ょ
う
。
長
時
間
使
わ

な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

▼
注
意
事
項

○
エ
ア
コ
ン
の
控
え
過
ぎ
に
よ
る

熱
中
症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
省
電
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
電
力
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま

り
、
保
健
衛
生
上
、
安
全
上
及

び
管
理
上
不
適
切
な
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

☎
環
境
衛
生
課

『
省
電
力
』
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

れ
て
い
な
い
遊
休
農
地
・
農
地
法

の
許
可
を
受
け
な
い
で
宅
地
や
駐

車
場
な
ど
農
地
以
外
の
目
的
で
使

用
さ
れ
て
い
る
無
断
転
用
農
地
、

農
地
周
辺
へ
の
廃
棄
物
不
法
投
棄

場
所
な
ど
で
す
。

　

特
に
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
所
有
者
の
意
向
を
確
認
、

農
家
台
帳
へ
記
録
・
管
理
し
、
貸

し
た
い
・
借
り
た
い
希
望
者
が
い

れ
ば
仲
介
を
行
い
ま
す
。
農
地
を

借
り
た
い
、貸
し
た
い
、買
い
た
い
、

売
り
た
い
希
望
の
方
は
、
地
元
の

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
環
境
衛
生
課

食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
！

　
「
食
べ
る
」と
い
う
こ
と
は
日
々

の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
そ
の
食
べ
物
へ
の

感
謝
の
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
食
べ
残
し
な
ん
て
「
も
っ
た

い
な
い
！
」
食
べ
残
し
は
生
ご
み

と
な
り
、
そ
の
分
だ
け
ご
み
は
確

実
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は

ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら

実
践
し
、
残
さ
ず
食
べ
る
習
慣
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

□
私
た
ち
に
も
で
き
る
！

　
　
　
　
　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ご
飯
を
つ
く
る
と
き
は
『
つ
く

り
す
ぎ
な
い
！
』

○
食
べ
残
し
が
な
い
よ
う
に
、
家

族
が
食
べ
る
分
量
だ
け
つ
く
る

よ
う
に
し
よ
う
。

○
野
菜
の
皮
な
ど
、
今
ま
で
は
捨

て
て
い
た
も
の
を
使
っ
て
み
よ

う
。

○
食
べ
残
し
た
も
の
を
使
っ
て
、

ひ
と
工
夫
！
他
の
料
理
に
つ
く

り
か
え
て
み
よ
う
。

そ
の
他

☎
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

上
天
草
市
農
業
委
員
会
で
は
、

10
月
～
11
月
を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
」
と
し
て
市
内
全
域
を
農

業
委
員
、
農
業
委
員
事
務
局
職
員

が
調
査
し
ま
す
。

　

対
象
地
は
、
耕
作
が
お
こ
な
わ

犬
・
猫
の
避
妊
お
よ
び
去
勢

手
術
費
の
助
成
に
つ
い
て

▼
補
助
対
象　

天
草
管
内
の
市
町

で
犬
の
登
録
を
し
て
お
り
、
狂

犬
病
予
防
注
射
済
み
の
犬
お
よ

び
飼
い
猫
（
野
良
猫
含
む
）
で

あ
る
事
が
条
件
。

▼
募
集
期
間　

９
月
１
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）

▼
実
施
場
所　

福
岡
愛
犬
病
院
・

奈
良
崎
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
・

金
子
動
物
病
院
・
か
し
わ
の
動

物
病
院
・
中
村
動
物
病
院

▼
申
込
方
法　

募
集
期
間
内
に
飼

い
主
が
直
接
病
院
に
連
れ
て
行

く
。（
先
着
順
で
す
）

▼
助
成
金
額　

避
妊
お
よ
び
去
勢

手
術
料
５
，
０
０
０
円
を
助

成
。
各
動
物
病
院
が
手
術
料
か

ら
５
，
０
０
０
円
差
し
引
い
て

料
金
を
徴
収
し
ま
す
。

※
助
成
の
対
象
は
１
戸
に
つ
き
１

頭
の
み
。

※
飼
い
主
は
手
術
当
日
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
病
院
に
よ
り
通
常
の
手
術
料
金

が
異
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
獣
医
師
会

天
草
支
部　

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
１
８
９

天
草
広
域
連
合

　
　
　
消
防
職
員
募
集

　

平
成
23
年
度
天
草
広
域
連
合
消

防
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
区
分　

①
消
防
職
②
救
急

救
命
士

▼
採
用
予
定
数　

①
６
人
程
度
②

３
人
程
度

▼
勤
務
先
お
よ
び
職
務
内
容　

①

②
消
防
署
に
勤
務
し
、
消
防
業

務
に
従
事

▼
受
験
資
格　

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
受
験
申
込
日
現

在
、
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有

す
る
方
※
救
急
救
命
士
免
許
取

得
見
込
み
の
方
は
不
可

▼
第
一
次
試
験
日　

９
月
18
日

（
日
）
８
時
30
分
集
合

▼
第
一
次
試
験
会
場　

本
渡
五
和

農
業
協
同
組
合
お
よ
び
天
草
市

本
渡
運
動
公
園

▼
受
付
期
間　

８
月
26
日
（
金
）

ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
26
日
消

印
有
効
。

※
申
込
用
紙
は
天
草
広
域
連
合
消

防
本
部
総
務
課
総
務
係
に
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
天
草
広
域

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

天
草
広
域

連
合
消
防
本
部　

総
務
課
総
務
係

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
２
０
５

中
退
共
で
つ
く
ろ
う
！

会
社
の
退
職
金
制
度

　
「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け

ら
れ
、
社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
も

簡
単
。
退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に

東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
貸
付
の
ご
案
内

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

事
業
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
の
皆

さ
ま
へ
の
特
別
貸
付
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
直
接
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
の
ほ
か
、
風
評
被
害
な
ど

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
等

が
減
少
し
、
資
金
繰
り
に
支
障
を

来
す
お
そ
れ
が
あ
る
方
等
も
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
支

店
の
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

日
本
政
策
金
融
公

庫
熊
本
支
店　

国
民
生
活
事
業

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
６
１
８
２

②
買
い
も
の
を
す
る
と
き
は
『
買

い
す
ぎ
な
い
！
』

○
冷
蔵
庫
の
中
身
は
常
に
把
握
し

て
お
き
、
必
要
な
も
の
を
必
要

な
分
だ
け
買
お
う
。

○
買
う
と
き
は
賞
味
・
消
費
期
限

を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に

し
よ
う
。

③
外
食
す
る
と
き
は
『
頼
み
す
ぎ

な
い
！
』

○
食
べ
残
し
が
な
い
よ
う
に
注
文

し
よ
う
。

○
事
前
に
お
店
を
予
約
す
る
と
き

は
、
参
加
者
の
人
数
、
性
別
、

年
齢
な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で

適
量
を
注
文
し
よ
う
。

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
（
独
）
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構　

中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部
（
代
表
）

　

☎
03
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※
日
程
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
４
，
０
０
０
円
程
度　
　

※
な
お
、
電
子
会
計
実
務
検
定
試
験

（
初
級
）
は
別
に
検
定
料
（
４
，

０
０
０
円
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
定
員　

30
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

▼
会
場　

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
（
熊
本

市
）

▼
託
児
サ
ー
ビ
ス　

子
ど
も
さ
ん

が
２
歳
～
小
学
生
低
学
年
で
託
児

が
必
要
な
方
は
、
事
前
に
左
記
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
締
切　

８
月
19
日
（
金
）

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
１
）
８
７
７
７

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
は
、
専

修
学
校
と
し
て
将
来
の
農
業
・
農

村
の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
、
先

進
的
実
践
教
育
や
全
寮
制
な
ど
充

実
し
た
教
育
に
努
め
て
い
ま
す
。

卒
業
時
に
農
業
課
程
専
門
士
の
称

号
が
付
与
さ
れ
、
10
種
類
以
上
の

専
門
資
格
取
得
が
可
能
で
す
。

▼
推
薦
入
学
選
抜
（
高
等
学
校
推

薦
お
よ
び
地
域
推
薦
）

○
願
書
受
付
期
間　

９
月
２
日

（
金
）
～
13
日
（
火
）

○
選
抜
日　

10
月
４
日
（
火
）

○
選
抜
場
所　

熊
本
県
立
農
業
大

学
校

▼
一
般
入
学
者
選
抜

○
願
書
受
付
期
間　

12
月
６
日

（
火
）
～
20
日
（
火
）

○
選
抜
日　

平
成
24
年
１
月
25
日

（
水
）

○
選
抜
場
所　

熊
本
県
立
農
業
大

学
校

▼
募
集
定
員　

農
学
部
（
就
業
年

限
２
年
）
80
人

▼
入
学
試
験
手
数
手
数
料　

　

２
，
２
０
０
円

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
問
合
せ
先

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

熊
本
県
立
農
業
大

学
校　

教
務
課

　

☎
０
９
６
（
２
４
８
）
１
１
８
８

　
（
木
）
か
ら
各
市
町
村
で
配
布

▼
申
込
受
付
期
間　

９
月
12
日

（
月
）
～
30
日
（
金
）

▼
申
込
先　
（
財
）
熊
本
市
下
水

道
技
術
セ
ン
タ
ー

▼
受
験
者
講
習
会（
希
望
者
の
み
）

　

11
月
１
日
（
火
）
10
時
か
ら

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

○
試
験
に
つ
い
て　

　

熊
本
県
下
水
道
協
会
事
務
局　

　

☎ 

０
９
６
（
３
６
１
）
５
４
５
２

○
講
習
に
つ
い
て

　
（
財
）
熊
本
市
下
水
道
技
術
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
２
２
３
）
５
７
１
８

第
８
回
一
行
詩

「
い
の
ち
の
う
た
」
作
品
募
集

　

く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
命
の
大
切
さ
を
見
つ

め
直
し
、
人
を
大
切
に
す
る
心
や

思
い
や
り
の
心
な
ど「
豊
か
な
心
」

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
犯
罪
被

害
者
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
と

し
て
一
行
詩
「
い
の
ち
の
う
た
」

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
対
象　

県
内
在
住
の
方

（
小
学
生
以
上
）

▼
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
専
用
応
募

用
紙
に
て
受
付
け
ま
す
。
一
人

２
作
品
ま
で
と
し
、
自
作
で
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
住

所
、氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、

性
別
、職
業
（
学
校
名
・
学
年
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
50
文
字

以
内
で
表
現
し
た
「
一
行
詩
」

を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間　

８
月
１
日
（
月
）

～
９
月
12
日
（
月
）

▼
応 

募 

先
・
問
合
せ
先　

公
益

社
団
法
人
く
ま
も
と
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
６
（
３
８
６
）
０
３
３
７

℻
０
９
６
（
３
８
６
）
０
３
３
８

平
成
23
年
度
　

電
子
会
計
実
務
講
座
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
等
の
活
用
に

よ
る
電
子
会
計
が
、
業
種
・
業

態
、
企
業
規
模
を
問
わ
ず
普
及
し

て
お
り
、
会
計
実
務
の
知
識
や
ス

キ
ル
の
習
得
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
就
職
や
転
職
に
生
か
せ
る

電
子
会
計
実
務
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
上
天
草
市
役

所
の
各
庁
舎
・
統
括
支
所
の
窓
口

に
て
受
講
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
対
象　

次
の
い
ず
れ
も
満

た
す
方

①
熊
本
市
を
除
く
市
町
村
在
住
の

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父

②
就
業
の
た
め
電
子
会
計
実
務
習

得
の
必
要
の
あ
る
方
で
、
講
習



２
日
か
ら
平
成
27
年
７
月
１
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

□
旧
教
育
委
員

▼
氏
名　

吉
田
美
由
紀
（
大
矢
野

町
上
）

□
新
教
育
委
員

▼
氏
名　

古
川
佐
奈
江
（
大
矢
野

町
登
立
）

■展示期間　

　平成 24 年３月下旬（予定）まで

■展示場所　

　観光循環バス「パライゾストローリー」車内

■絵画のテーマ　観光循環バス「パライゾストローリー」

■バスの運行日　土日、祝日※８月 31 日までは平日も運行

　※協力保育園：市立・私立保育園のうち、絵画展示に協力いただいた 16 園

■問合せ先　○市企画政策課　☎ 0964（56）1111

　　　　　　○産交バス ( 株 ) 三角営業所　☎ 0964（52）3135

　観光循環バス「パライゾストローリー」

の車内に市内保育園（※協力保育園のみ）

の年長児が描いた絵を展示しています。

　ご家族、ご友人をお誘い合わせの上、

ぜひ観光循環バスにご乗車いただき作品

をご覧ください。

観光循環バス車内で
保育園児の絵画展を開催しています

観光循環バス車内で
保育園児の絵画展を開催しています

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
６
月
21
日

▼
市
道
高
戸
樋
島
線
道
路
実
施
設

計
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
有
）
ア
ロ
ー
ト
三
（
姫
戸
町
）

③
２
８
３
万
５
，
０
０
０
円

④
６
月
～
９
月

▼
ミ
ュ
ー
イ
天
文
台
空
調
設
備
改

修
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
有
）
川
本
電
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
１
３
万
８
，
８
５
０
円

④
６
月
～
８
月

▼
市
道
坊
主
島
下
桶
川
線
道
路
維

持
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
有
）
大
幸
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
７
９
万
３
，
０
０
０
円

④
６
月
～
９
月

▼
市
道
真
米
洲
崎
線
道
路
維
持
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
有
）
福
井
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
１
２
万
６
，
２
５
０
円

④
６
月
～
８
月

▼
市
道
永
目
１
号
舗
装
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
（
有
）
山
口
海
運
（
姫
戸
町
）

③
２
４
６
万
７
，
５
０
０
円

④
６
月
～
８
月

▼
市
道
倉
江
線
舗
装
工
事

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②
（
資
）
福
冨
組
（
松
島
町
）

③
２
７
３
万
円

④
６
月
～
８
月

▼
市
道
西
の
浦
松
ヶ
崎
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
木
下
建
設
（
株
）（
大
矢
野
町
）

③
２
６
４
万
６
，
０
０
０
円

④
６
月
～
８
月

▼
市
道
蔵
々
下
山
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
（
株
）
千
原
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
３
２
８
万
６
，
５
０
０
円

④
６
月
～
８
月

□
７
月
５
日

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
校
舎
解
体
工
事

（
そ
の
１
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
前
田
産
業
（
熊
本
市
）

③
４
，
６
９
８
万
６
，
４
５
０
円

④
７
月
～
９
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
校
舎
解
体
工
事

（
そ
の
２
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
前
田
産
業
（
熊
本
市
）

③
２
３
４
万
１
，
５
０
０
円

④
７
月
～
９
月

▼
姫
戸
中
学
校
施
設
改
修
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
西
照
工
業
（
株
）（
熊
本
市
）

③
３
９
３
万
９
，
２
１
１
円

④
７
月
～
９
月

▼
樋
合
配
水
池
管
理
道
路
新
設
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②（
有
）山
本
建
設
工
業（
松
島
町
）

③
４
７
２
万
５
，
０
０
０
円

④
７
月
～
10
月

▼
脇
浦
地
区
配
水
管
布
設
工
事（
１
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
有
）
瀧
下
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
０
６
万
８
，
５
０
０
円

④
７
月
～
９
月

▼
脇
浦
地
区
配
水
管
布
設
工
事（
２
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
江
平
電
気
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
８
９
万
円

④
７
月
～
９
月

▼
脇
浦
地
区
配
水
管
布
設
工
事（
３
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
瀧
下
工
業
（
有
）（
龍
ヶ
岳
町
）

子供スイミング教室・
　　　　ＹＯＧＡ教室のご案内

子供スイミング教室・
　　　　ＹＯＧＡ教室のご案内

ちょっと増やせる「付加年金」
をご存じですか

ねんきんで笑顔

□付加保険料と付加年金の額
　付加年金の額は、「200 円×付加保

険料を納めた月数」で計算します。

　例えば、付加保険料 400 円を５年

間（60 カ月）納めたとき、65 歳から

老齢基礎年金といっしょに支給される

付加年金の額は年額1万2,000円（200

円× 60 カ月）となります。付加年金

を２年間受給すると、納付した付加保

険料と同額になります（65 歳から受

給した場合）。

　つまり、２年間で元金がかえってく

るわけです。これは、付加保険料を

10 年納めた方、40 年納めた方につい

ても同じことが言えます。

　また、付加年金は老齢基礎年金とい

っしょに支給されるため、繰上げ支給

または繰下げ支給をしたときには、本

体の老齢基礎年金と同じ割合で減額ま

たは増額されることになります。

□納付期限を過ぎると納められません
　付加保険料を納められる方は、次の

とおりとなっています。①営業者な

どの国民年金の第一号被保険者の方に

限られます。②一部免除を含め、保険

料を免除されている方は納められませ

ん。③ 60 歳以上 65 歳未満の方など、

国民年金の任意加入者の方も納めるこ

とができます。④国民年金基金加入中

の方は納められません。

　付加保険料の納付は、申し込んだ月

分からとなります。なお、納付期限を

過ぎると納められません。納付期限は

翌月末日（休日・祝日の場合は翌営業

日）です。

　付加保険料を納付している方は、い

つでも任意のときに申し出て、その納

付をやめることができます。その場合

でも掛け捨てにはなりません。

□農業者年金の加入者は必ず納めます
　農業者年金の被保険者は、国民年金

の付加保険料を納付（強制適用）しな

ければならないことになっています。

□問合せ先
●本渡年金事務所　☎ 0969（24）2154

●市保健課年金係　☎ 0969（56）1111

善
意
に
感
謝

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

南
風
苑
・
翔
洋
苑
・
相
生
荘
・
き

ら
ら
の
里
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
大
矢
野
中
学

校
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ
カ
シ
ス
タ

ジ
オ
、
慈
愛
保
育
園
、
菓
子
工

房
ア
ロ
ー
ム
、
絵
手
紙
も
み
じ

会
、
天
理
教
大
矢
野
支
部
、
坂

田
巴
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
前
川
タ

マ
ノ
、
山
本
春
子
、
圓
尾
玲
子
、

木
村
政
恵
、
倉
田
寿
美
子
、
濱

口
民
謡
教
室
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ

教
室
、
水
野
国
男
先
生
、
西
本

書
道
教
室
、ゆ
り
か
ご
宅
配
便
、

藤
寿
会
、
木
下
と
も
子
、
姫
戸

婦
人
会
、
龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ

ブ
・
オ
ム
ツ
た
た
み
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
梅
戸
義
伸

　

教
育
委
員
が
次
の
と
お
り
、
交

代
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
任
期
は
平
成
23
年
７
月

学
務
課

教
育
委
員
の
交
代
の

お
知
ら
せ

③
90
万
８
，
２
５
０
円

④
７
月
～
９
月

▼
脇
浦
地
区
配
水
管
布
設
工
事（
４
）

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
山
本
住
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
４
１
９
万
７
，
９
０
０
円

④
７
月
～
９
月

▼
市
道
坂
本
１
号
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
大
和
工
業
（
大
矢
野
町
）

③
１
７
１
万
１
，
５
０
０
円

④
７
月
～
８
月

☎
環
境
衛
生
課

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
補
助

金
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

市
で
は
、
ご
み
の
排
出
削
減
の

一
環
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
を
使
う
と
…

▼
ご
み
出
し
の
回
数
・
重
さ
が
減

る
▼
生
ご
み
の
い
や
な
臭
い
や
小
バ

エ
の
発
生
を
防
げ
る

▼
堆
肥
が
作
れ
る

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
本
制

度
を
利
用
す
る
と
購
入
金
額
の
２

分
の
１
ま
で
、
最
大
２
万
円
ま
で

の
補
助
金
が
出
ま
す
。
た
だ
し
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。
補
助
が
必
ず
受
け
ら
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
購
入

さ
れ
る
前
に
、
電
話
等
で
ご
確
認

の
う
え
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込

み
は
環
境
衛
生
課
ま
で
。

▼
補
助
金
残
り
枠　

24
件
程
度

（
７
月
15
日
現
在
）
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お知らせ

　スパ・タラソ天草では、幼児の水慣れから小学生のバタフライまで指導

する子供スイミング教室を実施しています。

　また、基礎代謝の向上や体の歪みの改善、柔軟性の向上といった効果が

期待できるＹＯＧＡ教室も実施しています。各教室、随時無料体験（要予約）

も実施していますので、初心者の方でも安心してご参加ください。

■子供スイミング教室（３歳から小学６年生まで）【毎週水・土曜日開催】
●時間　○水曜日（幼児・小学生）　17 時 30 分〜 18 時 30 分

　　　　○土曜日（小学生）　　　　16 時〜 17 時

　　　　 　　　　（幼児 )　　　　 17 時 30 分〜 18 時 30 分

●料金　○幼児：4,000 円　○小学生：5,000 円

■ＹＯＧＡ教室【毎週水・金曜日開催】
●時間　○金曜日　14 時〜 15 時（定員まで残りあと７人）

　　　　○水曜日　19 時〜 20 時（定員まで残りあと若干名）

　　　　　　　　　20時15分〜21時15分 （定員まで残りあと若干名）

●料金　月会費 3,000 円（月４回）

■問合せ先　スパ・タラソ天草　☎ 0964（56）1126

※一般者のプール無料体験も実施中です。

【実施日】　○火曜日　14 時〜 15 時（第２・４火曜日は休館日）

　　　　　○水曜日　19 時〜 20 時



　

今日からさっそく

「 身 だ し な み 」
　年齢を重ねてくると徐々に人と会

うのがおっくうになったり、身だし

なみを整えるのが面倒になったりし

がちです。身だしなみといっても、

顔を洗う、髪を整える、ひげをそる、

衣服を整える、歯を磨くなどいろい

ろあります。高齢者の皆さんは、毎

日鏡を見ていますか？身だしなみが

整っているか、汚れていないかなど、

鏡を見る習慣をつけるだけで気分よ

く過ごすことにつながるかもしれま

せん。

　また、時折テレビで施設に入所さ

れている女性が、お化粧をしてもら

って表情が明るいのを見ることがあ

ります。女性は少しファンデーショ

ンや口紅を塗るだけで気分が変わる

ものですので、たまにはお化粧をし

てみるのもいいと思います。男性の

皆さんも歳を重ねてもどんどんおし

ゃれをして、積極的に外出していた

だきたいです。

　体が不自由でそんなことできないと

いう方でも、物や環境などを工夫する

ことでできることも増えるかもしれま

せん。周囲の方に相談してみてはいか

がでしょう。高齢者の皆さんが、年を

重ねていってもいきいきした暮らしを

送っていただきたいです。

●問合せ先
　上天草市地域包括支援センター

　☎ 0969（56）1111

市のデータ

平成23年
７月31日現在

人 　 口	 31,479人
男 　 性	 14,798人
女 　 性	 16,681人
世 帯 数	 12,299戸
市の面積	 126.14㎢

平成22年度の
　レジ袋辞退率について

平成22年度の
　レジ袋辞退率について
　地球温暖化の防止と資源の循環型社会の構築に寄与するため、平成

22 年４月から開始しました「レジ袋の削減」に向けたレジ袋無料配布

中止等の取組みについて、今般、参加いただいています店舗から報告を

いただき、平成 22 年度のレジ袋辞退率をとりまとめましたのでお知ら

せします。

※今回公表するレジ袋辞退率は、本取組の協定参加店舗から報告のあっ

たレジ袋辞退率（レジ通過客数ーレジ袋購入者数／レジ通過客数×

100）の平均値で算定しています。

【平成 22 年度レジ袋辞退率（平成 22 年４月～平成 23 年３月）】
□基本の取組み（レジ袋の無料配布中止）　76.2％

＜参考：レジ袋削減の効果（把握分）＞
○レジ袋削減枚数…1,349,074 枚

○削減重量（レジ袋１枚当たり 10g で計算）…約 13.5t

○ CO2 排出削減量（レジ袋１枚当たり 60g で計算）…約 80.9t

※杉の木約 5,800 本が１年間に吸収する CO2 の量に相当

○石油資源節約量（レジ袋１枚当たり 18.3mℓ で計算）…約 24,688ℓ
※ドラム缶（１缶 200ℓ）で約 123 本分の原油の量に相当

□有料化以外の取組み（マイバッグ推進）　42.1％

　今後とも、「人と海がふれあう環境にやさし

いまち上天草市」を目指し、レジ袋の削減に取

り組む店舗を応援するとともに、お買い物の際

には「マイバッグ」を持参しましょう！

　市では、取組みに参加いただく環境にやさし

い事業者および団体を随時募集しています。参

加を希望または検討される際には、市環境衛生

課（環境係）までご連絡ください。

※参考　参加者数（平成 23 年７月末現在）

○事業者…100 店舗（うち有料化 7 店舗、有料化以外 93

店舗）

○団　体…２団体

平成 23 年 10 月

「上天草市レジ袋削減（マイバッグ）推進キャンペーン」

【市民の皆さまへ】

【事業者、団体の皆さまへ】　

【今後の予定】　

【カンピロバクター食中毒】
○特徴　鶏や牛などの家畜の腸内に生息しており、特に鶏

の腸や肝臓（レバー）の内部にいる細菌です。生の鶏肉

や牛肉に付着していたり、生肉に触れた手やまな板など

から他の食品にも付着します。この菌も少量でも感染し

ますが、加熱や乾燥には弱いので、食品の中心部が『75℃・

１分以上』になるよう十分加熱しましょう。

○主な症状　発熱、腹痛、下痢、吐き気など

○潜伏期間　通常２〜７日

①つけない…新鮮な原材料を使う。食品や

手、調理器具はしっかり洗う。

②増やさない…調理した食品は早めに食べ

る。室内に放置せず冷蔵庫に保存する。

③殺菌する…食品の中心部まで加熱する。

調理器具は定期的に消毒する。

水俣病被害者の方々に対する救済の申請を受け付けています

①昭和 43 年 12 月 31 日以前に、「対象地域」に１年以上居住していたため、水俣湾またはその周辺水域の魚介
類を多食したと認められる方→「対象地域」とは以下の地域をいいます。

　○水俣市、芦北町、津奈木町および八代市のうち対象とされた地域、天草地域では次の地域です。

　　天草市のうち御所浦町の地域および上天草市のうち龍ケ岳町の地域

　※対象地域に居住していなかった方の場合
　対象地域に１年以上の居住がなかった方は、水俣湾またはその周辺水域の魚介類を多食したと認める「相当な

　理由」について、「客観的資料」や聞き取りにより確認させていただきます。客観的資料は審査の際に個別に

　県から提出をお願いし、「相当な理由」についてはそれらをもとに判断されることとなります。

②一定の症候要件（両手足の先の方の触覚、痛覚が鈍いなど）を満たす方
→上記①の要件が確認された場合、県が指定する医療機関で診断を受けていただくことになります。

　熊本県では、「水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法」に基づき、新規

に申請される方の救済申請を受け付けています。

※既に水俣病被害者手帳（白い手帳）をお持ちの方は、改めて申請はできません。

会場 開催日 場所（住所）

名古屋 ８月 27 日（土）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

安保ホール 301 号室
（愛知県名古屋市中村区名駅３丁目 15‐9）

大阪 ８月 28 日（日）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

大阪駅前第３ビル 17 階１号室
（大阪府大阪市北区梅田１- １- ３）

東京 ９月４日（日）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

恵比寿スバルビル 400 小ホール
（東京都渋谷区恵比寿１丁目 20 ‐ ８）

◎いずれの会場も事前申込みは不

要です。県外にお住まいのご親

戚やご友人へ、説明会の開催な

ど、水俣病被害者救済について

お知らせください。

《　救済の対象となる方　》下記の①、②いずれにも該当する方

◎県では、対象地域内外にかかわらず、相談を受けておりますので、お気軽にお電話ください。

■問合せ先　熊本県環境生活部　水俣病保健課　☎ 096（333）2306　

県外での説明会・個別相談会を下記のとおり予定しています

食中毒に気をつけましょう！
　食中毒は一般に、気温が高い初夏から初秋にかけ

て多発します。暖かく湿気が多いこの時期は、食中

毒の原因となる細菌の増殖が活発になるため、食中

毒が発生しやすくなります。

　夏季を迎えるこれからの季節は食中毒が発生しや

すくなるので、食品の取扱いには注意が必要です。

　食中毒を防ぐため、食品の衛生的な取扱いを心が

けましょう。

【腸管出血性大腸菌（Ｏ‐157、Ｏ‐111 など）食中毒】
○特徴　動物の腸管内に生息しており、主に牛の腸

にいる細菌です。ふん尿を介して食品、飲料水に

付着します。この菌は少量でも感染するため、と

くに抵抗力の弱い子どもや高齢者は、重い症状に

なりやすく、死に至る例もあります。しかし、加

熱や消毒処理には弱いので、食品の中心部が『75

℃・１分以上』になるよう十分加熱しましょう。

○主な症状　激しい腹痛、下痢、発熱、嘔吐など

○潜伏期間　通常２〜７日

３つのポイント

○問合せ先　☎環境衛生課
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